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わ
が
医
院
の
駐

輪
場
の
軒
に
、
ハ

チ
が
巣
作
り
を
始

め
た
の
が
初
夏
の

頃
で
あ
る
。
ア
シ

ナ
ガ
バ
チ
と
い
う
、
ど
こ
に
で

も
い
る
種
類
の
ハ
チ
で
あ
る
。

最
初
は
１
匹
の
母
バ
チ
だ
け
だ

っ
た
が
、
や
が
て
ひ
と
月
も
た

つ
と
、
羽
化
し
た
子
バ
チ
が
巣

作
り
を
手
伝
い
だ
し
た
。
盛
夏

に
は
巣
は
直
径
10
㎝
く
ら
い
に

な
り
、
数
十
匹
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
成
長
し
だ
し
た
▼
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
が
、
お

と
な
し
い
ハ
チ
で
あ
る
。
事
実

私
が
近
寄
っ
て
観
察
し
て
も
、

襲
っ
て
き
た
り
は
し
な
い
。
母

バ
チ
は
、
幼
虫
た
ち
に
せ
っ
せ

と
餌
を
運
ん
で
き
て
は
食
べ
さ

せ
て
い
る
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん

危
害
を
加
え
る
よ
う
な
こ
と
を

す
る
と
毒
針
に
刺
さ
れ
る
。
個

別
的
自
衛
権
は
ち
ゃ
ん
と
持
っ

て
い
な
が
ら
、
専
守
防
衛
に
徹

し
て
い
る
の
が
立
派
だ
。
時
あ

た
か
も
安
保
法
制
が
論
議
さ
れ

て
い
る
最
中
、
何
と
も
こ
の
ハ

チ
が
、
い
と
お
し
く
な
っ
て
き

た
▼
患
者
さ
ん
か
ら
、
巣
を
取

り
払
っ
て
と
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
子
育
て
が
終
わ
る

ま
で
見
守
っ
て
お
い
て
あ
げ
て

ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
た
。
臨

時
の
駐
輪
場
も
作
っ
た
。
そ
の

矢
先
で
あ
る
。
今
月
初
め
の
強

風
の
吹
き
荒
れ
た
日
、
一
夜
明

け
る
と
巣
が
飛
ば
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
た
。
落
ち
た
わ
が
家
に

未
練
が
あ
る
の
か
、
何
匹
か
の

ハ
チ
が
し
が
み
つ
い
て
い
た
の

が
あ
わ
れ
で
あ
る
▼
振
り
返
っ

て
人
間
界
を
思
う
。
こ
の
夏
、

数
の
暴
風
が
ハ
チ
な
ら
ぬ
キ
ュ

ウ
（
条
）
を
吹
き
飛
ば
し
た
か

の
よ
う
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
に
は

力
を
合
わ
せ
て
暴
風
に
立
ち
向

か
う
英
知
も
あ
る
は
ず
だ
。
後

日
談
だ
が
、
わ
が
医
院
の
ハ
チ

た
ち
も
寄
り
集
ま
っ
て
ま
る
で

何
や
ら
相
談
し
て
い
る
様
子
、

負
け
て
は
い
ら
れ
ま
い 

（
星
）
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は
、
数
値
の
み
で
疾
患
管
理

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
合
併

症
、
全
身
管
理
は
見
逃
さ
れ

て
し
ま
う
恐
れ
が
強
い
。

　

治
療
、
疾
患
管
理
、
全
身

管
理
、
健
康
増
進
は
患
者
と

医
師
と
の
共
同
作
業
と
考
え

る
。
患
者
の
疾
患
管
理
に

は
、
数
値
だ
け
で
な
く
さ
ま

ざ
ま
な
要
素
を
診
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。〝
健
康
で
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ

く
り
〞
に
お
い
て
、
私
た
ち

保
険
医
に
は
、
重
要
な
存
在

価
値
と
責
務
が
あ
る
。
金
が

か
か
る
と
い
っ
て
、
医
師
か

ら
医
療
行
為
を
取
り
上
げ

る
、
こ
の
よ
う
な
医
療
崩
壊

政
策
に
断
固
立
ち
向
か
お
う

で
は
な
い
か
。

テ
ム
」、
そ
も
そ
も
前
提
が

間
違
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
成

就
す
る
わ
け
が
な
い
。
医
療

崩
壊
は
必
至
で
あ
る
。

　

最
近
「
か
か
り
つ
け
薬

局
」「
健
康
づ
く
り
支
援
薬

政
を
圧
迫
す
る
と
危
機
を
あ

お
り
、
政
府
が
打
ち
出
し
た

医
療
政
策
は
医
療
・
介
護
総

合
法
、
医
療
保
険
制
度
改
革

関
連
法
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

高
齢
者
が
増
加
す
る
と
い

う
の
に
病
床
の
削
減
、
介
護

保
険
制
度
の
利
用
制
限
、
患

者
・
利
用
者
負
担
増
な
ど
、

ま
っ
た
く
矛
盾
し
て
い
る
。

社
会
保
障
費
を
増
や
す
こ
と

な
く
、
医
療
資
源
の
効
率
的

な
配
分
だ
け
で
医
療
・
介
護

ニ
ー
ズ
を
何
と
か
し
よ
う
と

す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

　

２
０
２
５

年
、
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢

者
に
な
り
、
社

会
保
障
費
が
財

心
は
別
に
あ
る
。

　

一
つ
は
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」。
風
邪
薬

や
、
疲
れ
た
時
の
ビ
タ
ミ
ン

剤
、
点
眼
、
点
鼻
、
皮
膚
外

用
薬
、
湿
布
薬
な
ど
は
医
療

機
関
を
受
診
せ
ず
、
自
分
の

局
」
な
ど
と
薬

局
の
役
割
が
強

調
さ
れ
て
い

る
。
残
薬
、
重

複
投
薬
の
改
善

が
理
由
と
さ
れ

て
い
る
が
、
核

判
断
で
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
購

入
し
て
済
ま
す
と
い
う
も

の
。
厚
生
労
働
省
は
、
来
年

度
の
税
制
改
革
要
望
に
、
市

販
薬
を
年
間
１
万
円
以
上
購

入
す
る
世
帯
の
税
負
担
軽
減

策
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
費

用
か
ら
１
万
円
を
差
し
引
い

た
金
額
を
課
税
所
得
か
ら
最

大
10
万
円
控
除
す
る
制
度
を

盛
り
込
ん
だ
。
以
前
か
ら
言

わ
れ
て
い
る
〝
軽
症
疾
患
〞

の
保
険
外
し
が
現
実
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
〝
リ
フ
ィ
ル

処
方
せ
ん
〞。
こ
れ
は
病
状

が
変
化
な
し
と
判
断
さ
れ
る

場
合
、
繰
り
返
し
使
用
で
き

る
処
方
せ
ん
の
こ
と
。「
か

定
で
薬
局
の
店
頭
な
ど
で

も
、
自
己
採
血
に
よ
る
血
液

検
査
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ

れ
で
、
医
師
が
一
度
処
方
せ

ん
を
発
行
す
れ
ば
、
薬
局
で

検
査
と
処
方
が
で
き
る
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で

か
り
つ
け
薬

局
」
が
患
者
の

病
状
判
断
の
役

割
を
行
う
と
さ

れ
て
い
る
。
昨

年
度
の
臨
床
検

査
技
師
法
の
改

安
倍
政
権
で
は

〝
医
療
崩
壊
〞は
必
至

10月29日　口から見える貧困
11月５日　日本の入れ歯が大変
11月12日　歯科衛生士による被災地と災害時の支援

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜20時25分～毎週木曜20時25分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

※詳細５面。ご案内しておりました特別講演「タックス・ヘイブンー逃げてい
く税金」（講師：志賀櫻先生）は講師急病につき、上記のように変更させていた
だきます。ご了承ください

　

医
療
費
の
総
枠
拡
大
で
歯
科
医
療
危
機
打
開
を―

―

。
協
会

は
10
月
８
日
「
入
れ
歯
デ
ー
」
か
ら
11
月
８
日
「
良
い
歯
デ

ー
」
に
か
け
て
の
１
カ
月
間
、
歯
科
医
療
の
充
実
を
求
め
、
市

民
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」
の
実
現

を
求
め
る
街
頭
署
名
宣
伝
、
歯
科
技
工
問
題
を
考
え
る
懇
談
会

へ
の
参
加
、
厚
労
省
要
請
、
ラ
ジ
オ
関
西
「
医
療
知
ろ
う
」
へ

の
出
演
、
市
民
講
座
な
ど
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

10
月
10
日
に
は
「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連

絡
会
と
共
同
で
、
神
戸
元
町
・

大
丸
前
で
「
保
険
で
良
い
歯
科

医
療
」
の
実
現
を
求
め
る
街
頭

宣
伝
を
開
催
し
、
西
山
裕
康
理

事
長
、
吉
岡
正
雄
・
武
村
義
人

両
副
理
事
長
が
参
加
。
白
衣
姿

で
マ
イ
ク
を
握
り
、
通
行
人
に

「
保
険
で
受
け
ら
れ
る
歯
科
治

療
を
増
や
す
た
め
、
署
名
に
ご

協
力
を
」
と
訴
え
、
66
筆
の
署

名
協
力
を
得
た
。
署
名
に
応
じ

た
市
民
か
ら
は
「
歯
科
治
療
は

い
く
ら
か
か
る
か
分
か
ら
ず
、

受
診
し
づ
ら
い
。
保
険
で
受
け

ら
れ
る
歯
科
治
療
を
増
や
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
、
切
実
な
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

歯
科
署
名
の
請
願
項
目
は
①

お
金
の
心
配
を
せ
ず
、
歯
科
医

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
窓
口

負
担
割
合
の
引
き
下
げ
、
②
保

険
の
き
く
歯
科
治
療
を
増
や

す
、
③
国
の
歯
科
医
療
に
か
か

わ
る
予
算
を
増
や
す
、
の
３

点
。
協
会
は
年
内
に
署
名
２
万

筆
を
目
標
に
集
め
て
い
る
。
会

員
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

10
月
８
日
に
は
、「
保
険
で

良
い
歯
科
医
療
を
」
全
国
連
絡

会
が
国
会
内
で
第
２
回
「
歯
科

技
工
問
題
を
考
え
る
懇
談
会
」

を
開
催
。
全
国
か
ら
84
人
が
参

加
し
、
兵
庫
協
会
か
ら
は
吉
岡

正
雄
副
理
事
長
、
鈴
田
明
彦
理

事
の
ほ
か
、「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会

か
ら
歯
科
技
工
士
２
人
が
出
席

し
た
。

　

懇
談
会
は
、
低
賃
金
・
長
時

間
労
働
に
よ
り
若
手
の
離
職
率

が
８
割
に
上
る
歯
科
技
工
士
の

待
遇
を
改
善
し
、
低
医
療
費
政

策
と
歯
科
医
療
危
機
を
打
開
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
歯
科
技
工

士
と
歯
科
医
師
、
患
者
・
国
民

が
共
同
し
た
運
動
を
す
す
め
よ

う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
。

　

保
団
連
副
会
長
で
歯
科
代
表

の
宇
佐
美
宏
先
生
、
兵
庫
連
絡

会
世
話
人
で
歯
科
技
工
士
の
雨

松
真
希
人
氏
、
堀
内
照
文
衆
議

院
議
員
（
共
産
）
ら
が
発
言
。

　

宇
佐
美
先
生
は
92
年
の
「
保

険
で
良
い
入
れ
歯
」
運
動
で
補

綴
物
の
点
数
が
大
幅
に
引
き
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
成
果
を
ふ

ま
え
、「
財
源
は
世
論
に
あ

る
」
と
強
調
。
雨
松
氏
は
歯
科

技
工
問
題
改
善
に
は
技
工
料
金

の
ダ
ン
ピ
ン
グ
競
争
を
防
止

し
、
適
正
な
価
格
が
歯
科
技
工

士
に
配
分
さ
れ
る
仕
組
み
に
す

る
こ
と
、
歯
科
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
が
不
可
欠
と
し

た
。
堀
内
氏
は
診
療
報
酬
の
引

き
上
げ
を
求
め
て
い
く
と
し

た
。

　

厚
労
省
と
の
懇
談
も
行
わ

れ
、
①
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡

大
と
補
綴
関
連
の
診
療
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
、
②
引
き
上
げ

ら
れ
た
技
術
料
等
の
歯
科
技
工

士
へ
の
適
正
な
配
分
、
③
患
者

窓
口
負
担
の
大
幅
引
き
下
げ
、

④
歯
科
技
工
士
の
労
働
実
態
調

査
、
⑤
歯
科
技
工
料
調
査
の
公

表
、
⑥
厚
労
大
臣
の
「
質
の
向

上
が
報
酬
に
つ
な
が
る
」
発

言
、
に
つ
い
て
要
請
し
交
渉
し

た
。

　

懇
談
に
先
立
っ
て
、
兵
庫
選

出
の
国
会
議
員
に
「
保
険
で
良

い
歯
科
医
療
」
署
名
の
紹
介
議

員
の
要
請
を
行
い
、
衆
議
院
議

員
の
大
串
正
樹
氏
（
自
民
）、

井
坂
信
彦
氏
（
維
新
）
に
陳
情

を
行
っ
た
（
写
真
①
②
）。

 

（
２
面
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

西
山
理
事
長
（
左
）・
吉
岡
副
理
事
長
（
右
奥
）
ら
が
、
お
金
の
心

配
を
せ
ず
歯
科
治
療
が
受
け
ら
れ
る
大
切
さ
を
訴
え
た

「保険でより良い歯科」求め街頭署名宣伝

大
串（
①
右
）・
井
坂（
②
中
央
）両
衆
院
議
員
に
、
吉
岡（
①
中
央
）・
鈴
田（
②
左
）

両
先
生
、
雨
松（
②
右
）、
斉
藤（
①
左
）両
歯
科
技
工
士
が
要
請　
　
　
　
　
　 ●②

●①

第
２
回
歯
科
技
工
懇
談
会
に
84
人

歯科医療の充実を歯科医療の充実を

厚
労
省
・
地
元
議
員
に
要
請

「入れ歯デー」～「良い歯デー」にアピール
1　 0 ． 8 1 　 1 ． 8



２０１５年(平成２７年)１０月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１７９６号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （２）

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

下
山　

一
郎
先
生

神
崎
郡

歯
・
小
児
・
口
腔
・
矯
正
歯
科

10
月
11
日　

享
年
67
歳

歯
科
医
院
継
承
・
譲
渡

◇
住
所　

西
宮
市
・
阪
急

西
宮
北
口
駅
前

◇
条
件
等
相
談
の
上

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９　

協
会
・
松
村
ま
で

　

日
本
歯
科
医
師
連
盟
が
民
主

党
の
西
村
正
美
参
院
議
員
の
後

援
会
を
通
じ
て
自
民
党
の
石
井

み
ど
り
参
院
議
員
の
後
援
会
に

「
迂
回
献
金
」
を
し
た
疑
い
に

つ
い
て
、
東
京
地
検
特
捜
部
は

９
月
30
日
、
日
歯
連
前
会
長
で

現
日
本
歯
科
医
師
会
会
長
の
高

木
幹
正
氏
、
前
副
理
事
長
の
村

田
憙
信
氏
、
元
会
長
の
堤
直
文

氏
ら
元
幹
部
３
人
を
政
治
資
金

規
正
法
違
反
（
収
支
報
告
書
の

虚
偽
記
載
な
ど
）
の
疑
い
で
逮

捕
し
た
。
そ
の
後
も
家
宅
捜
査

が
続
け
ら
れ
、
石
井
、
西
村
両

議
員
へ
の
事
情
聴
取
も
行
わ
れ

て
い
る
。
２
０
０
４
年
に
有
罪

判
決
を
受
け
た
自
民
党
旧
橋
本

派
へ
の
１
億
円
ヤ
ミ
献
金
事
件

（
日
歯
連
事
件
）
か
ら
再
び
、

日
歯
連
会
長
経
験
者
が
逮
捕
さ

れ
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

日
歯
連
は
今
回
の
「
迂
回
献

金
」
問
題
に
つ
い
て
、「
法
的

な
問
題
は
な
い
」
と
繰
り
返
し

強
弁
し
て
い
た
が
、
政
治
資
金

規
正
法
の
上
限
額
を
超
え
た
違

法
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
そ
も
そ
も
政
治
資
金
規
正

法
で
団
体
献
金
の
上
限
額
が
５

０
０
０
万
円
へ
と
改
正
さ
れ
た

の
は
、
11
年
前
の
日
歯
連
事
件

を
き
っ
か
け
に
し
て
で
あ
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
規
制

の
網
を
く
ぐ
り
抜
け
る
よ
う
な

行
為
を
行
う
こ
と
は
、
日
歯
連

の
体
質
が
依
然
と
し
て
変
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
日
歯
連
は
も
ち
ろ
ん
、
献

金
を
受
け
た
石
井
、
西
村
両
議

員
に
は
説
明
責
任
を
果
た
し
、

国
民
と
歯
科
医
療
従
事
者
に
対

し
て
、「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問

題
を
引
き
起
こ
し
歯
科
医
療
へ

の
不
信
感
を
増
幅
さ
せ
た
こ
と

に
対
し
厳
し
い
反
省
を
求
め

る
。

　

ま
た
、
11
年
前
の
日
歯
連
事

件
と
同
じ
く
現
役
の
日
歯
会
長

が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
か
ら
し

て
、
あ
ら
た
め
て
日
歯
の
公
益

法
人
と
し
て
の
あ
り
方
も
問
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
と
は
日
歯

連
だ
け
で
な
く
日
歯
執
行
部
に

も
事
件
へ
の
責
任
が
追
及
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　

今
回
の
事
態
は
違
法
献
金
で

あ
る
と
い
う
問
題
に
留
ま
ら

ず
、
医
政
を
め
ぐ
る
「
政
治
と

カ
ネ
」
の
問
題
と
し
て
、
公
的

保
険
医
療
を
担
う
職
能
団
体
の

モ
ラ
ル
が
根
本
か
ら
問
い
直
さ

れ
る
事
柄
で
あ
る
。
そ
も
そ

も
、
診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
る

た
め
に
、
政
権
政
党
に
組
織
内

候
補
を
立
て
て
団
体
献
金
を
行

う
と
い
う
こ
と
は
、
医
療
の
質

を
定
め
る
診
療
報
酬
を
「
票
と

カ
ネ
」
で
左
右
さ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
国
民
医
療
を

司
る
医
療
人
と
し
て
の
モ
ラ
ル

が
問
わ
れ
る
問
題
で
あ
り
、
メ

デ
ィ
ア
の
批
判
や
国
民
の
厳
し

い
目
に
到
底
耐
え
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
、
医

師
と
歯
科
医
師
が
一
体
と
な
り

国
民
医
療
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
診
療
報
酬
改
善
要
求
等
を
掲

げ
る
が
、
開
業
医
と
国
民
の
願

い
を
ま
と
め
た
署
名
な
ど
を
集

め
て
、
す
べ
て
の
党
派
・
議
員

に
陳
情
を
行
っ
て
い
る
。
会
員

の
思
想
・
信
条
の
自
由
を
尊
重

し
た
上
で
、
開
業
医
と
国
民
の

声
を
す
く
い
上
げ
て
請
願
権
を

行
使
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
医

療
を
充
実
す
る
力
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
事
件
の
根
底

に
は
、
迂
回
献
金
を
受
け
取
っ

た
側
の
自
民
党
の
金
権
体
質
、

業
界
団
体
や
官
僚
と
の
癒
着
構

造
が
あ
る
。
日
歯
連
の
「
迂
回

献
金
」
の
徹
底
解
明
を
求
め
る

と
と
も
に
、
各
党
、
各
議
員
、

政
府
関
係
者
に
は
、
政
官
業
癒

着
の
構
造
を
断
ち
切
る
よ
う
政

治
の
浄
化
に
全
力
を
尽
く
し
、

多
額
の
「
カ
ネ
」
で
政
治
を
動

か
す
企
業
・
団
体
献
金
の
全
面

禁
止
を
す
み
や
か
に
求
め
る
も

の
で
あ
る
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
兵
庫
連
絡
会
は
９
月
26

日
に
協
会
会
議
室
で
、
第
５
回

歯
科
技
工
問
題
を
考
え
る
懇
談

会
（
兵
庫
）
を
開
催
。
代
表
世

話
人
の
吉
岡
正
雄
・
協
会
副
理

事
長
の
司
会
で
、
歯
科
技
工
士

の
雨
松
真
希
人
世
話
人
が
報
告

と
提
案
を
行
い
、
井
坂
信
彦

（
維
新
）・
堀
内
照
文
両
衆
議

院
議
員
（
共
産
）
が
出
席
し
、

歯
科
医
師
・
歯
科
技
工
士
ら
14

人
が
参
加
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
10
月
８
日
の

「
入
れ
歯
デ
ー
」
で
の
厚
労
省

要
請
（
１
面
報
道
）
に
向
け
、

衆
院
厚
労
委
員
会
で
歯
科
技
工

問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
兵

庫
選
出
の
国
会
議
員
も
交
え

て
、
歯
科
医
師
と
歯
科
技
工
士

か
ら
幅
広
く
意
見
を
き
く
た
め

に
開
催
し
た
も
の
。

　

雨
松
氏
は
２
回
に
わ
た
る
厚

労
省
へ
の
要
請
の
到
達
点
と
課

題
に
つ
い
て
報
告
。
塩
崎

恭
久
厚
労
大
臣
が
厚
労
委

員
会
で
歯
科
技
工
士
の
長

時
間
労
働
・
低
収
入
の
実

態
に
つ
い
て
、
歯
科
技
工

士
の
「
質
の
向
上
が
報
酬

に
つ
な
が
る
」
と
答
弁
し

た
こ
と
を
批
判
し
、
労
働

実
態
調
査
の
実
施
と
、
市

場
技
工
価
格
の
み
で
な
く

労
務
実
態
を
反
映
し
た
点

数
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
確
立

す
べ
き
と
し
た
。

　

報
告
を
受
け
て
井
坂
氏

は
、「
納
税
者
の
立
場
と

し
て
も
、
過
労
死
ラ
イ
ン

で
可
処
分
所
得
３
０
０
万

円
で
は
度
を
超
し
て
い

る
。
歯
科
技
工
士
へ
の
予
算
は

来
年
度
も
何
も
つ
い
て
い
な

い
。
国
は
問
題
を
分
か
っ
て
い

て
も
放
置
し
て
い
る
」
と
発

言
。

　

堀
内
氏
は
「
委
員
会
で
の
厚

労
省
の
答
弁
で
も
７
：
３
大
臣

告
示
（
歯
冠
修
復
お
よ
び
欠
損

補
綴
料
の
う
ち
、
製
作
技
工
の

部
分
と
製
作
管
理
の
費
用
が
お

お
む
ね
７
対
３
で
あ
る
と
示
し

た
大
臣
告
示
）
は
今
で
も
基
準

と
し
て
尊
重
す
べ
き
と
回
答
し

て
い
る
。
７
：
３
を
目
安
に
歯

科
診
療
そ
の
も
の
へ
の
ふ
さ
わ

し
い
手
当
、
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
が
必
要
」
と
し
た
。

　

県
技
工
士
会
か
ら
中
井
雅
夫

常
務
理
事
も
発
言
。
若
い
歯
科

技
工
士
を
育
成
す
る
た
め
に
、

県
内
に
歯
科
技
工
士
の
養
成
学

校
を
復
活
さ
せ
る
よ
う
県
知
事

に
要
望
し
て
い
る
と
し
た
。

　

参
加
者
の
間
で
は
、
活
発
に

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

井坂信彦（右２人目）・堀内照文（右端）両衆院議員と
歯科医師・歯科技工士が意見交換した 　　　　　　　

　10月５日、TPP交渉が大筋合意したとの政府発表に対し、協会は10月10日、
第1026回理事会で下記の抗議声明を採択し、関係機関に送付した。

 2015年10月10日

TPP交渉の「大筋合意」に強く抗議する
 兵庫県保険医協会第1026回理事会
 理事長　西山裕康

　10月５日に政府は、TPP交渉が大筋で合意したと発表した。私たちは、いのち
と健康を守る医師・歯科医師の団体として、国民皆保険制度を守り発展させる立
場から、これに抗議する。
　私たちは、TPPがくらしに及ぼす影響は多岐にわたり、医療分野もその例外で
はないことをかねてより主張してきた。TPPへの参加によって、営利企業の医療
機関経営への参入による医療の営利産業化と、混合診療の拡大・全面解禁によ
り、国民皆保険制度が縮小・崩壊へとつながる危険がある。このようなTPPへの
参加は断固反対である。
　これらの懸念について日本政府は、日本の国民皆保険制度はTPPの対象となっ
ていないと主張してきた。しかし、TPP交渉において、医療分野も交渉対象であ
る。TPPに含まれているISDS条項は、投資先の国や自治体による規制によって、
進出企業に不利益が起こったと判断した場合に、投資先の国や自治体に対して損
害賠償を求めることができる制度である。これによって多国籍企業が、日本の医
療保険制度によって平等な競争が阻害されたとして、国や自治体を訴え、医療分
野の市場開放や過大な損害賠償につなげられる可能性がある。これは、日本国と
日本国民にとって極めて大きな損失となる。グローバル企業が社会的共通資本で
ある国民皆保険制度を形骸化するようなTPPは到底承認できない。
　そもそも自民党は、2012年衆院選において、民主党が進めているTPP交渉に反
対すると公約して総選挙に勝利し、安倍政権が誕生した。しかし政府は一貫して
TPP交渉を進めた。この国民への裏切り行為は断じて許すことができない。
　TPP交渉は大筋合意がなされたが、その発効には協定の調印と各国での批准な
どが必要である。これまでTPP交渉は秘密裏に進められてきており、わが国の国
会でも十分な議論はなされていない。
　以上に示したようにTPPにはわが国の国益と主権を損なう問題点が山積してい
る。今後速やかに合意内容を明らかにして、国会審議と、国民間での議論を尽く
す事が必要である。
　私たちは、国民のいのちと健康を守り、国民皆保険制度を守り発展させる医師
・歯科医師の団体として、TPPからの撤退、調印中止、国会での不承認、批准反
対を求める。

　

日
本
歯
科
医
師
連
盟
元
幹
部
３
人
が
政
治
資
金
規
正
法
違
反

の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
協
会
は
10
月
10
日
の
第

１
０
２
６
回
理
事
会
で
徹
底
解
明
な
ど
を
求
め
る
声
明
を
採
択

し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。
全
文
を
掲
載
す
る
。

声 明
日
本
歯
科
医
師
連
盟
の「
迂
回
献
金
」の
徹
底
解
明
と

「
政
治
と
カ
ネ
」問
題
の
解
消
を 

２
０
１
５
年
10
月
10
日

兵
庫
県
保
険
医
協
会
第
１
０
２
６
回
理
事
会

理
事
長　
　
　
　

西
山　

裕
康

歯
科
部
会
長　
　

吉
岡　

正
雄

第５回歯科技工問題を考える懇談会

井坂・堀内両議員も出席し
 厚労省要請に向け意見交換

「保険でより良い歯科」「保険でより良い歯科」
署名にご協力ください！署名にご協力ください！

署名用紙・リーフレット、
署名付ポケットティッシュのご注文は、☎078－393－1809まで

目標　２万筆! ! 署
名
用
紙
◀

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
▶
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地域医療部マイナンバー対策セミナー

マイナンバー管理には
安全管理措置が必要

　

地
域
医
療
部
は
８
月
29
日
、

第
３
回
地
域
医
療
研
究
会
を
開

催
。「
こ
こ
だ
け
は
押
さ
え
た

い
！　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
セ

ミ
ナ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
ひ
が

し
む
き
行
政
書
士
事
務
所
代
表

・
行
政
書
士
の
東
向
勲
氏
が
講

師
を
務
め
、
会
員
ら
１
０
０
人

が
参
加
し
た
。

　

東
向
氏
は
、
２
０
１
６
年
１

月
か
ら
開
始
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
に
対
応
す
る
よ
う
求

め
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
管
理
す
る
場
合
に

は
、
適
切
な
安
全
管
理
措
置
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど

を
強
調
し
た
。

　

安
全
管
理
措
置
と
し
て
は
、

特
定
個
人
情
報
の
取
扱
規
程
の

バ
ー
制
度
の
目

的
や
、
利
用
さ

れ
る
範
囲
な
ど

に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
解

説
。

　

政
府
は
、
一

人
で
も
ス
タ
ッ

フ
を
雇
用
し
て

い
る
医
療
機
関

に
は
マ
イ
ナ
ン

策
定
、
事
務
取
扱
担
当
者
の
監

督
・
教
育
や
、
不
正
ア
ク
セ
ス

防
止
の
た
め
の
物
理
的
・
技
術

的
・
組
織
的
管
理
措
置
な
ど
が

必
要
で
あ
り
、
医
療
機
関
に
と

っ
て
は
非
常
に
負
担
の
大
き
い

も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に

さ
れ
た
。

　

会
場
か
ら
は
多
数
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
参
加
者
か

ら
は
、「
義
務
だ
け
課
せ
ら
れ

て
、
医
療
機
関
に
と
っ
て
は
何

の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
制
度
だ
と

い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
」

「
と
て
も
分
か
り
や
す
い
説
明

で
有
意
義
な
セ
ミ
ナ
ー
だ
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

行
政
書
士
の
東
向
氏
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
の

目
的
を
解
説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

小
牧
英
夫
協
会
顧
問
弁
護
士

な
ど
弁
護
士
ら
が
、
審
査
・
指

導
・
監
査
な
ど
、
開
業
保
険
医

を
取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て

学
ぶ
「
保
険
診
療
法
制
研
究

会
」
は
、
10
月
１
日
に
協
会
で

第
２
回
目
を
開
催
し
、
11
人
が

参
加
し
た
。

　

協
会
か
ら
西
山
裕
康
理
事

長
、
吉
岡
巌
副
理
事
長
が
参

加
。
西
山
理
事
長
が
、
指
導
・

監
査
と
行
政
処
分
が
一
体
の
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
保
険
医
取

り
消
し
な
ど
医
師
生
命
に
関
わ

る
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
し
う

る
も
の
と
し
て
、
対
策
が
重
要

で
あ
る
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

今
回
は
、
２
０
１
４
年
８
月

22
日
に
日
本
弁
護
士
連
合
会
が

は
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
の
問
題
点
を
中
心
に
議
論
し

た
。

　

吉
岡
巌
副
理
事
長
か
ら
は
、

権
限
を
持
っ
た
行
政
を
目
の
前

に
し
て
十
分
な
準
備
も
な
い
ま

ま
指
導
を
受
け
ざ
る
を
得
ず
、

結
果
的
に
法
的
根
拠
の
な
い
自

主
返
還
を
強
い
ら
れ
て
い
る
実

態
が
説
明
さ
れ
、
弁
護
士
帯
同

が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
今
後
も
議
論
を
継
続
す

る
。

発
表
し
た
「
健
康
保
険

法
等
に
基
づ
く
指
導
・

監
査
制
度
の
改
善
に
関

す
る
意
見
書
」
の
内
容

に
つ
い
て
討
議
し
た
。

　

研
究
会
で
は
指
導
・

監
査
制
度
の
基
本
的
枠

組
み
や
指
導
の
基
本
的

性
格
に
つ
い
て
確
認

し
、
指
導
の
選
定
理
由

が
開
示
さ
れ
な
い
な
ど

手
続
が
不
透
明
で
あ
る

こ
と
、
弁
護
士
の
帯
同

は
広
が
り
つ
つ
あ
る
が

指
導
・
監
査
の
密
室
性

協会役員と弁護士が指導・監査制度に
ついて討議した　　　　　　　　　　

第２回保険診療法制研究会

選定理由不開示、
密室性など課題共有

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
は

行
政
機
関
等
を
「
個
人
番
号

利
用
事
務
実
施
者
」
と
、
個

人
番
号
を
記
載
し
た
源
泉
徴

収
票
な
ど
の
書
類
を
提
出
し

た
り
す
る
開
業
医
な
ど
民
間

事
業
者
を
「
個
人
番
号
関
係

事
務
実
施
者
」
と
定
め
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
」
の
利
用
者
は
行
政

機
関
等
で
あ
り
、
行
政
の
た

め
の
番
号
で
す
。

　

国
や
行
政
の
た
め
の
番
号

を
民
は
誤
り
な
く
管
理
せ
よ

と
義
務
づ
け
た
の
が
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
法
」
の
本
質
で

す
。通

知
カ
ー
ド
が
届
い
た
ら

　

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年

10
月
５
日
時
点
で
住
民
登
録

の
あ
る
方
全
員
に
、
市
町
村

か
ら
簡
易
書
留
で
世
帯
主
宛

に
紙
の
番
号
通
知
カ
ー
ド
が

届
き
ま
す
。
名
宛
人
が
受
け

取
ら
な
け
れ
ば
、
転
送
も
さ

れ
ず
役
所
へ
戻
り
ま
す
。
宛

先
不
明
者
を
把
握
す
る
た
め

で
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
に
は
、
住
所

の
他
４
情
報
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
で
す
。
通
知
カ
ー
ド
が

届
い
た
ら
家
族
分
も
含
め
て

大
事
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。個

人
番
号
取
得
時
に
は

　

11
月
初
め
に
税
務
署
か
ら

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
分

年
末
調
整
の
た
め
の
書
類
が

来
ま
す
。
こ
の
う
ち
２
０
１

６
（
平
成
28
）
年
分
扶
養
控

除
等
申
告
書
に
番
号
記
載
欄

が
あ
り
ま
す
。
扶
養
控
除
を

受
け
な
い
年
少
の
親
族
、
第

三
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶

者
の
登
録
が
あ
る
場
合
、
そ

の
方
の
番
号
も
必
要
で
す
。

　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年

１
月
以
降
、
事
業
主
が
従
業

員
の
源
泉
徴
収
や
社
会
保
険

の
手
続
き
な
ど
を
行
う
場

合
、
原
則
と
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
記
載
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
際
、
扶
養
控

除
等
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
す
る

こ
と
は
可
能
で
す
が
、
扶
養

控
除
等
申
告
書
に
記
載
し
て

も
ら
う
際
に
、
他
の
役
所
等

に
提
出
す
る
書
類
に
も
利
用

す
る
と
伝
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

本
人
確
認
と

個
人
番
号
の
正
誤
確
認

　

番
号
の
取
得
時
に
は
本
人

確
認
と
個
人
番
号
の
正
誤
確

認
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

番
号
が
確
か
に
本
人
の
も
の

で
な
け
れ
ば
正
し
い
情
報
蓄

積
に
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

写
真
付
き
の
運
転
免
許
証
な

ど
で
確
認
せ
よ
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
元
か
ら
勤
務
し
て

い
て
履
歴
書
等
で
確
認
済
み

の
人
は
略
し
て
よ
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

番
号
の
正
誤
確
認
の
た
め

に
通
知
カ
ー
ド
を
コ
ピ
ー
す

る
こ
と
は
、
強
制
は
で
き
ま

せ
ん
が
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
コ
ピ
ー
す
れ

ば
そ
の
コ
ピ
ー
の
保
管
に
つ

い
て
も
管
理
責
任
が
生
じ
ま

す
。

　

「
記
入
は
間
違
わ
な
い
で

ね
」
と
職
員
に
伝
え
、
そ
れ

も
含
め
て
自
己
責
任
と
す
る

の
が
小
事
業
で
は
合
理
的
で

す
。
つ
ま
り
、
扶
養
控
除
等

申
告
書
だ
け
で
職
員
の
個
人

番
号
を
管
理
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

個
人
番
号
の
記
載
が
な
い

書
類
は
ど
う
な
る
か

　

で
は
、
番
号
記
載
の
な
い

書
類
は
無
効
と
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　

開
業
医
な
ど
「
個
人
番
号

関
係
事
務
実
施
者
」
は
、
書

類
の
提
出
に
あ
た
り
個
人
番

号
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

当
人
の
事
情
に
よ
る
不
記
載

は
責
任
を
問
わ
れ
ま
せ
ん

し
、
番
号
が
な
く
て
も
受
け

付
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

提
供
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
経

過
等
は
記
録
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」は

国
の
た
め
の
番
号

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
の
通
知
が
始
ま
り
、
い
よ
い
よ
具
体

的
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
時
期
と
な
っ
た
。
協
会
は
、
こ
の
制

度
が
国
民
管
理
と
社
会
保
障
費
抑
制
に
使
わ
れ
る
危
険
性
と

と
も
に
、
情
報
漏
え
い
の
リ
ス
ク
、
民
間
事
業
者
に
多
大
な

負
担
と
責
任
を
課
す
点
な
ど
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
慎
重
な

検
討
と
対
応
を
呼
び
か
け
て
き
た
。
制
度
開
始
を
前
に
、
医

療
機
関
で
の
事
務
的
な
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
を
協
会
税
務
講
師

団
の
浦
上
立
志
税
理
士
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

開
業
医
に
当
面
必
要
な

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
事
務

協
会
税
務
講
師
団　
　

浦
上　

立
志　
税
理
士

「保険医年金」の新規加入者証は
11月末までにお届けします

　この春にお申し込みいただきました「保険医年金」９月１日発足分の加入者証
は、11月末までに三井・富国・明治安田各生命保険会社の担当社員を通じてお届
けします。内容をご確認のうえ担当社員に「受領書」をお渡しください。

保険医年金「積立金通知書」「生命保険料控除証明書」は
11月初旬に送付します
　現在ご加入の保険医年金の 「積立金通知書」 は、 11月初旬に三井生命より送付
いたします。 
　積立金合計は2015年８月末現在（2015年９月１日発足分は含まれません）の元利
合計となっています。また、 加入年度が多い場合は、 ２枚になっている場合があ
りますので、 ご注意ください。 
　来年の確定申告に必要な 「生命保険料控除証明」 が積立金通知書の下段に記載
されていますので、 切り取って保存のうえご利用ください。 

お問い合わせは、☎078－393－1805 共済部まで

日　時　12月５日（土）・６日（日）　　会　場　協会５階会議室
◆プログラム
　１日目（14時30分～17時30分）
　保険診療とは／窓口業務／点数の解説／薬剤料の計算など
　２日目（10時～15時）
　診療報酬請求の実務／レセプト作成実習と解説（外来分）
◆定　員　90人（先着順）
◆参加費　8000円（テキスト・資料代、２日目の昼食代を含む）
◆２日間とも参加された方には「修了証書」を発行します。

保険請求事務講習会保険請求事務講習会（医科）（医科）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

初心者のための初心者のための

団体定期
生命保険 

割安な掛金が満期まで変わりません／最長75歳まで
730日の充実保障／弔慰・高度障害、精神疾患も給付

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円セット加入あり
■ 医師による診査はありません

■ 過去６年の平均配当率45％
■ 最長75歳まで保障
■ ライフプランに合わせて
いつでも増額･減額可

保険の見直しに効きます！
ネット生保と比べてみてください

休業保障制度の上乗せに。自宅療養も補償 医療上の事故、医療施設の事故を補償

病気やケガの休業に備えて、高い保険料を払っていませんか？

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度
所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険 医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険



報道現場から見た安倍政権報道現場から見た安倍政権

２０１５年(平成２７年)１０月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１７９６号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （４）

　

私
は
１
９
５
３
年
生
ま
れ
だ

が
、
こ
の
年
は
日
本
で
テ
レ
ビ

放
送
が
始
ま
っ
た
年
で
も
あ

る
。
だ
か
ら
、
私
は
テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら
自
分
の
価
値
観
を
養

っ
て
き
た
。

　

本
日
（
５
月
17
日
）
は
非
常

に
大
切
な
日
だ
。
本
日
、
沖
縄

県
で
は
「
戦
後
70
年
止
め
よ
う

辺
野
古
新
基
地
建
設
！
沖
縄
県

民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
大
阪
で
は
、
大
阪

都
構
想
の
実
現
の
是
非
を
問
う

住
民
投
票
が
行
わ
れ
て
い
る
。

県
民
大
会
も
住
民
投
票
も
ど
ち

ら
も
住
民
の
意
思
表
示
の
機
会

だ
が
、
今
回
の
二
つ
は
性
格
が

真
逆
だ
。

　

沖
縄
の
県
民
大
会
は
草
の
根

の
住
民
か
ら
発
信
さ
れ
た
意
思

表
示
の
機
会
だ
が
、
大
阪
の
住

民
投
票
は
住
民
か
ら
出
て
き
た

話
で
は
な
く
、
上
か
ら
降
っ
て

き
た
機
会
だ
。
主
人
公
が
誰
か

を
考
え
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
性

格
の
違
い
は
は
っ
き
り
す
る
。

私
は
大
阪
の
住
民
投
票
の
結
果

を
非
常
に
心
配
し
て
い
る
。
も

し
、
賛
成
が
多
数
に
な
っ
て
都

構
想
が
実
現
す
れ
ば
、
神
戸
に

も
大
き
な
影
響
が
出
る
だ
ろ

う
。

　

ま
た
、
こ
の
間
の
選
挙
で
は

無
投
票
と
か
10
％
と
い
う
よ
う

な
低
投
票
率
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
国
民
、
住
民
が
自

分
の
権
利
を
放
棄
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
日
本
の
民
主
主

義
の
危
機
だ
。

沖
縄
県
民
大
会
と
大
阪
住
民
投
票

「
災
後
」
か
ら
「
戦
前
」
へ

　

さ
て
、
私
は
戦
後
の
中
で
、

今
ほ
ど
ひ
ど
い
時
代
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
私
た
ち
は
こ
れ

ま
で
、
自
分
た
ち
の
生
き
る
時

代
を
「
戦
後
」
と
い
う
枠
組
み

で
と
ら
え
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
の
枠
組
み
が
変
わ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
が
変
わ
る
き
っ
か
け
は

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
だ
と
思
う
。

今
、
福
島
第
一
原
発
事
故
で
溶

け
出
し
た
核
燃
料
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
だ
れ
も
分
か
ら
な

い
し
、
廃
炉
に
す
る
た
め
に
40

年
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
も
っ
と
長
い
年
月
を
要
す

る
だ
ろ
う
。
私
た
ち
の
孫
の
代

ま
で
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
起
き
て

い
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
人
間
と
い
う
の
は

忘
れ
や
す
い
。
少
し
前
の
こ
と

で
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
多
く
の

人
が
「
今
さ
え
良
け
れ
ば
」

「
カ
ネ
さ
え
儲
か
れ
ば
」「
自

分
さ
え
よ
け
れ
ば
」
と
い
う
価

値
観
に
な
り
、
戦
後
と
は
違
う

時
代
、「
災
後
」
に
入
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
と

こ
ろ
が
そ
の
「
災
後
」
を
生
き

損
ね
た
結
果
、「
災
後
」
を
経

て
、
今
「
戦
前
」
と
い
う
時
代

に
入
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
だ
。

　

で
は
、「
戦
前
」
と
は
ど
ん

な
時
代
か
。
そ
れ
は
「
忘
却
と

イ
ナ
ー
シ
ア
（
慣
性
）」
の
時

代
だ
。
つ
ま
り
、
自
分
た
ち
に

と
っ
て
不
都
合
な
こ
と
は
な
か

っ
た
こ
と
に
し
、
忘
れ
て
、
前

の
通
り
に
や
れ
ば
い
い
と
い
う

考
え
方
だ
。
震
災
も
津
波
も
原

発
事
故
も
な
か
っ
た
こ
と
に
し

て
、
バ
ブ
ル
の
頃
の
よ
う
に
株

価
を
上
げ
て
、
経
済
指
標
が
上

が
れ
ば
問
題
が
な
い
と
い
う
時

代
に
後
戻
り
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　

そ
し
て
こ
の
「
戦
前
」
と
い

う
時
代
が
始
ま
っ
た
の
は
安
倍

政
権
の
誕
生
に
よ
る
も
の
だ
。

安
倍
政
権
の
下
で
、
こ
れ
ま
で

の
「
国
民
主
権
」
か
ら
「
国
家

主
権
」
へ
と
い
う
流
れ
が
加
速

し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
安

保
関
連
法
制
定
へ
の
動
き
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議

決
定
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
制

定
、
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
（
国
家
安

全
保
障
会
議
）
創
設
、
武
器
輸

出
３
原
則
の
形
骸
化
、
原
発
再

稼
働
へ
向
け
た
動
き
な
ど
だ
。

　

ま
た
、
米
軍
普
天
間
基
地
の

辺
野
古
沖
へ
の
移
設
も
あ
る
。

沖
縄
で
は
県
民
が
再
三
に
わ
た

り
、
選
挙
を
通
じ
て
、
米
軍
普

天
間
基
地
の
辺
野
古
移
設
に
反

対
の
意
思
表
示
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
そ
れ
を

無
視
し
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し

て
、
辺
野
古
移
設
が
唯
一
の
道

だ
と
述
べ
、
移
設
を
約
束
し
て

い
る
。
沖
縄
県
民
が
怒
っ
て
い

る
の
は
「
日
本
政
府
は
ど
ち
ら

を
向
い
て
政
治
を
し
て
い
る
の

か
」
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
る
で

沖
縄
は
植
民
地
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
が
教
育
現
場
で
も
政
治
の

統
制
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
教

科
書
の
検
定
基
準
が
変
わ
っ
た

し
、
道
徳
が
教
科
化
さ
れ
る
。

「
６
年
間
、
道
徳
の
成
績
は
Ａ

だ
っ
た
よ
」
と
か
「
道
徳
の
テ

ス
ト
で
95
点
だ
っ
た
」
な
ど
と

い
う
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
世
の

中
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ば

か
げ
て
い
る
。
道
徳
を
教
科
に

し
よ
う
な
ど
と
い
う
政
治
家
こ

そ
、
道
徳
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
メ
デ

ィ
ア
へ
の
締
め
付
け
が
露
骨
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。

「
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

　

そ
の
背
景
に
あ
る
も
の
は
、

「
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

だ
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
自
体
は

悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。

自
分
の
同
胞
を
愛
し
た
り
、
自

分
の
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る

こ
と
は
あ
た
り
ま
え
だ
。

　

し
か
し
、
自
分
た
ち
だ
け
が

優
れ
て
い
て
、
隣
人
が
劣
っ
て

い
る
と
い
う
全
く
根
拠
の
な
い

「
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

は
問
題
だ
。
私
は
ロ
シ
ア
に
も

ア
メ
リ
カ
に
も
住
ん
で
い
た
こ

と
が
あ
る
し
、
世
界
70
カ
国
以

上
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
実

際
に
見
て
き
た
中
で
、
ど
こ
の

国
の
人
が
劣
っ
て
い
る
な
ど
と

い
う
こ
と
は
な
い
。
は
っ
き
り

し
て
い
る
の
は
、
ど
こ
の
国
に

も
優
れ
た
人
も
劣
っ
た
人
も
お

り
、
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
人

が
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
人
種
や

宗
教
な
ど
に
起
因
す
る
差
別
的

表
現
）
で
は
、「
良
い
韓
国
人

も
悪
い
韓
国
人
も
殺
せ
」
と
い

う
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
て
い
る

人
が
い
る
。
本
当
に
深
刻
な
問

題
だ
。
こ
ん
な
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
て
い
た
ら
、
ド
イ
ツ
で
は

逮
捕
さ
れ
て
し
ま
う
。
本
日
ご

参
加
の
中
に
は
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
の
方
も
い
る
か
と
思
う
け

れ
ど
、
大
変
恐
ろ
し
い
思
い
を

し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
は
、
反
知
性
主
義

と
歴
史
修
正
主
義
だ
。
考
え
る

こ
と
や
学
ぶ
こ
と
を
馬
鹿
に
す

る
傾
向
が
社
会
に
蔓
延
し
て
い

る
。
役
立
た
ず
の
イ
ン
テ
リ
よ

り
も
勢
い
の
あ
る
人
に
つ
い
て

い
く
と
い
う
風
潮
が
あ
る
。
コ

ツ
コ
ツ
勉
強
し
た
り
、
汗
を
流

す
こ
と
を
馬
鹿
に
す
る
風
潮
は

非
常
に
危
険
だ
。
こ
う
し
た
考

え
が
蔓
延
す
れ
ば
、
国
の
文
化

な
ど
こ
れ
ま
で
社
会
が
培
っ
て

き
た
も
の
が
ダ
メ
に
な
っ
て
し

ま
う
。

　

ま
た
歴
史
的
な
事
実
を
抹
消

す
る
、
自
分
た
ち
に
都
合
の
悪

い
こ
と
を
な
か
っ
た
こ
と
に
し

て
し
ま
う
と
い
う
傾
向
も
顕
著

だ
。

　

残
念
な
が
ら
、
私
た
ち
の
祖

父
や
父
は
戦
争
に
行
っ
て
、
極

限
状
態
に
お
か
れ
、
残
虐
な
こ

と
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
人

だ
け
で
は
な
い
。
戦
場
で
は
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
そ
う
し
た
こ

と
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、
日

本
人
が
行
っ
た
こ
と
を
な
か
っ

た
こ
と
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
は
ず
だ
。
ア
メ
リ
カ
だ
っ
て

日
本
へ
の
原
爆
を
な
か
っ
た
と

は
言
わ
な
い
。
従
軍
慰
安
婦
に

強
制
性
は
な
か
っ
た
と
か
、
南

京
大
虐
殺
は
な
か
っ
た
と
い
う

ふ
う
に
、
都
合
の
悪
い
歴
史
的

事
実
を
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る

方
向
は
と
て
も
危
険
だ
。

政
府
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
へ
の
介
入
・
統
制

　

安
倍
政
権
の
特
徴
と
し
て
メ

デ
ィ
ア
へ
の
統
制
が
あ
る
。
全

国
紙
と
か
在
京
キ
ー
局
と
か
在

阪
準
キ
ー
局
、
通
信
社
、
大
出

版
社
に
は
、
こ
れ
ま
で
リ
ベ
ラ

ル
と
コ
ン
サ
バ
と
い
う
二
極
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
ど
ん
ど
ん

リ
ベ
ラ
ル
が
力
を
な
く
し
て
い

る
。
一
方
で
、「
御
用
メ
デ
ィ

ア
」
が
幅
を
利
か
せ
て
い
る
。

英
語
で
は
「poodle

（
プ
ー
ド

ル
）」、
日
本
語
で
は
「
ポ
チ
」

と
い
う
や
つ
だ
。
私
が
77
年
に

Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
入
社
し
た
時
は
、

メ
デ
ィ
ア
の
役
割
と
は

　

メ
デ
ィ
ア
の
役
割
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
。

　

一
つ
は
、
事
実
の
正
確
か
つ

迅
速
な
伝
達
。
こ
れ
は
国
民
の

「
知
る
権
利
」
へ
の
奉
仕
だ
。

　

そ
し
て
、
議
題
設
定
。
今
、

多
く
の
人
に
考
え
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
を
提
起

す
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
大
阪

都
構
想
の
こ
と
を
報
道
し
て
、

社
会
の
多
く
の
人
に
「
結
果
ぐ

ら
い
は
き
ち
ん
と
知
っ
て
お
か

な
い
と
な
」
と
思
わ
せ
る
こ
と

も
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
だ
。

　

そ
し
て
、
最
も
大
切
な
こ
と

は
権
力
監
視
だ
。
ど
こ
の
国
の

メ
デ
ィ
ア
で
も
最
も
重
視
し
て

い
る
こ
と
だ
。
こ
の
機
能
を
果

た
し
て
い
な
い
メ
デ
ィ
ア
は
、

た
と
え
ば
北
朝
鮮
や
中
国
の
メ

「
こ
う
い
う
の
に
だ
け
は
な
る

な
」
と
厳
し
く
言
わ
れ
た
も
の

だ
。

　

政
権
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
介
入

で
、
最
近
起
こ
っ
た
実
例
を
い

く
つ
か
紹
介
す
る
。

　

自
民
党
は
前
回
２
０
１
４
年

12
月
の
総
選
挙
に
あ
た
っ
て

「
選
挙
時
期
に
お
け
る
報
道
の

公
平
中
立
な
ら
び
に
公
正
の
確

保
に
つ
い
て
の
お
願
い
」
と
い

う
文
書
を
テ
レ
ビ
局
に
送
っ
て

い
る
。
テ
レ
ビ
局
に
対
し
て
政

権
党
が
注
文
を
付
け
る
な
ど
と

い
う
の
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と

だ
。
こ
ん
な
も
の
を
受
け
取
り

何
の
抵
抗
も
示
さ
な
い
テ
レ
ビ

局
側
に
も
問
題
が
あ
る
。
私
は

こ
の
問
題
を
自
分
が
担
当
し
て

い
る
番
組
で
取
り
上
げ
た
が
、

ど
の
テ
レ
ビ
局
も
問
題
視
し
な

か
っ
た
。
他
局
で
は
田
原
総
一

朗
氏
が
「
朝
ま
で
生
テ
レ

ビ
！
」
の
冒
頭
に
少
し
触
れ
た

程
度
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
朝
日
の
「
報

道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
を
降
板
し
た
元
経
済

産
業
省
官
僚
の
古
賀
茂
明
氏

が
、
最
後
の
出
演
時
に
「
官
邸

か
ら
圧
力
が
あ
っ
た
」
と
発
言

し
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の
古
舘
伊
知

郎
氏
と
口
論
に
な
っ
た
。
そ
れ

と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
番
組
「
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
で
や
ら

せ
疑
惑
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
自
民
党
が
問
題
視
し

て
、
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
局

の
幹
部
を
呼
び
出
し
て
い
る
。

こ
れ
も
放
送
法
に
違
反
し
て
い

る
と
思
う
。

　

も
う
一
つ
、
朝
日
新
聞
を
巡

る
問
題
だ
。
朝
日
新
聞
は
リ
ベ

ラ
ル
陣
営
の
代
表
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
い
る
。
朝
日
新
聞
は
、

従
軍
慰
安
婦
「
吉
田
証
言
」
報

道
、
原
発
事
故
「
吉
田
調
書
」

報
道
、
池
上
コ
ラ
ム
問
題
の
三

つ
で
大
き
な
傷
を
負
っ
た
。
こ

れ
は
あ
る
意
味
で
は
自
滅
行
為

的
な
部
分
が
あ
っ
た
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
後
他
の
マ
ス

コ
ミ
に
よ
る
朝
日
バ
ッ
シ
ン
グ

の
包
囲
網
で
、
朝
日
新
聞
は
非

常
に
弱
く
な
っ
て
い
る
。
記
事

も
論
調
が
弱
く
な
っ
て
い
る

し
、
社
内
で
も
超
軽
量
級
の
人

が
幹
部
に
な
っ
た
り
し
て
い
る

し
、
社
内
の
監
視
体
制
も
強
ま

っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

政
府
の
広
報
が
し
た
い
な

ら
、
記
者
ク
ラ
ブ
に
入
る
必
要

も
な
い
。
政
府
の
広
報
局
と
し

て
せ
っ
せ
と
政
府
の
言
う
こ
と

を
垂
れ
流
せ
ば
い
い
。
で
も
そ

れ
は
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
で
も
な
い
。
戦
時
中

の
大
本
営
と
同
じ
だ
。
大
本
営

は
ウ
ソ
ば
か
り
つ
い
て
い
た
。

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
と

き
、「
若
干
の
被
害
」
と
報
じ

て
い
た
。
朝
日
新
聞
だ
っ
て
原

爆
投
下
の
記
事
は
３
行
だ
っ

た
。
戦
争
に
勝
つ
た
め
な
ら
事

実
を
曲
げ
て
い
い
と
い
う
の

が
、
大
本
営
の
立
場
だ
っ
た
。

（
５
面
に
つ
づ
く
）

第87回評議員会特別講演　講演録
　

５
月
17
日
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
執
行

役
員
、『
報
道
特
集
』
キ
ャ

ス
タ
ー
の
金
平
茂
紀
氏
を
招

い
て
開
催
し
た
、
第
87
回
評

議
員
会
特
別
講
演
「
報
道
現

場
か
ら
見
た
安
倍
政
権
」
の

講
演
録
を
掲
載
す
る
。

 

（
文
責
：
編
集
部
）

【かねひら　しげのり】1977年にTBSに入社。社会部、
『JNNニュースコープ』副編集長、『筑紫哲也 NEWS23』
編集長を務め、2008年からはアメリカ総局長として、アメ
リカを中心に取材を続ける。2010年にTBS執行役員に就
任。『報道特集』のメインキャスターを務めている。2004
年度「ボーン・上田記念国際記者賞」を受賞　　　　　　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
執
行
役
員 　
　
　

『
報
道
特
集
』
キ
ャ
ス
タ
ー

金
平 

茂
紀
氏
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デ
ィ
ア
だ
。

　

ま
た
、
少
数
者
の
視
点
を
紹

介
す
る
こ
と
も
大
切
だ
。
多
数

派
は
声
も
大
き
い
が
、
民
主
主

義
の
民
主
主
義
た
る
ゆ
え
ん
は

少
数
者
の
意
見
を
ど
う
取
り
上

げ
る
か
だ
。
ま
た
、
多
様
な
意

見
の
確
保
も
大
切
だ
。

　

こ
う
い
う
こ
と
を
私
は
筑
紫

哲
也
氏
に
教
わ
っ
た
。
彼
は
い

つ
も
に
こ
に
こ
し
て
い
た
が
、

メ
デ
ィ
ア
の
役
割
に
は
す
ご
く

厳
し
い
人
だ
っ
た
。

　

筑
紫
さ
ん
が
亡
く
な
る
前
、

最
後
の
出
演
と
な
っ
た
「
ニ
ュ

ー
ス
23
」
の
「
多
事
争
論
」
コ

ー
ナ
ー
で
も
、
末
期
が
ん
で
し

ゃ
べ
る
の
も
つ
ら
い
中
、
息
も

絶
え
絶
え
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
役

割
を
語
っ
て
い
た
。
あ
れ
は
後

に
続
く
人
へ
の
遺
言
と
し
て
残

し
て
い
っ
た
言
葉
だ
と
思
う
。

今
、メ
デ
ィ
ア
の
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

　

筑
紫
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
６

年
、
今
メ
デ
ィ
ア
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
を
整
理
し
て
み
た
。

　

今
、
メ
デ
ィ
ア
の
間
で
は

「
官
尊
民
卑
」
思
想
の
浸
透
が

進
ん
で
い
る
。
政
治
家
や
官
僚

が
言
う
こ
と
に
は
価
値
が
あ
る

と
い
う
考
え
方
だ
。
記
者
ク
ラ

ブ
で
配
ら
れ
る
政
府
の
資
料
に

は
価
値
が
あ
っ
て
、
住
民
運
動

を
し
て
い
る
人
た
ち
が
ま
と
め

た
資
料
に
は
価
値
が
な
い
と
い

う
考
え
方
だ
。

　

こ
れ
が
、「
安
全
」「
治
安
」

を
最
重
要
視
す
る
と
い
う
報
道

姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
具

体
的
に
は
警
察
や
検
察
ネ
タ
を

重
視
し
す
ぎ
て
い
る
。「
こ
ん

な
悪
い
ヤ
ツ
が
い
ま
し
た
」
と

い
う
報
道
だ
。
し
か
し
、
こ
ん

な
報
道
は
だ
れ
に
で
も
で
き

る
。
メ
デ
ィ
ア
に
い
る
と
新
人

の
こ
ろ
に
県
警
の
記
者
ク
ラ
ブ

に
回
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
取
材

活
動
を
続
け
て
い
る
と
、
記
者

の
社
会
を
見
る
目
が
警
察
官
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
夕
方

の
報
道
番
組
で
「
密
着　

万
引

き
Ｇ
メ
ン
」
の
よ
う
な
特
集
を

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
ん

な
番
組
に
何
の
意
味
が
あ
る
の

か
。
５
０
０
円
の
商
品
を
万
引

き
し
た
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
が

そ
ん
な
に
大
切
な
こ
と
な
の

か
。
捕
ま
っ
た
人
が
生
活
に
困

っ
て
い
る
お
年
寄
り
で
あ
っ
て

も
、
大
問
題
か
の
よ
う
に
報
道

す
る
。
こ
ん
な
も
の
は
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
で
は
な
い
。
本
来
な

ら
、
万
引
き
を
し
た
人
が
な

ぜ
、
そ
う
し
て
し
ま
っ
た
の
か

を
報
道
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
私
が
腹
に
据
え
か
ね

て
い
る
の
は
、
Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ

ミ
ッ
ク
ス
テ
ー
ト
）
に
後
藤
健

二
さ
ん
が
殺
さ
れ
た
が
、
そ
の

検
証
報
道
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
だ
。
政
権
に
と
っ

て
都
合
の
悪
い
こ
と
は
出
て
こ

な
い
。
本
来
な
ら
そ
れ
を
検
証

し
て
報
道
す
る
の
が
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
役
割
の
は
ず
だ
。

　

ま
た
、
記
者
の
質
も
劣
化
し

て
い
る
。
記
者
会
見
で
質
問
し

な
い
記
者
ば
か
り
に
な
っ
て
い

る
。
質
問
を
せ
ず
に
パ
ソ
コ
ン

の
画
面
を
見
て
キ
ー
ボ
ー
ド
を

た
た
い
て
い
る
だ
け
の
記
者
が

多
い
。
記
者
と
し
て
質
問
す
る

こ
と
は
、
取
材
の
基
本
中
の
基

本
だ
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
記

者
が
多
い
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
自
主
規
制
も
問

題
だ
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に

朝
日
新
聞
は
、
従
軍
慰
安
婦

「
吉
田
証
言
」
報
道
、
原
発
事

故
「
吉
田
調
書
」
報
道
、
池
上

コ
ラ
ム
問
題
で
ひ
ど
い
目
に
あ

っ
た
。
山
口
淑
子
（
李
香
蘭
）

氏
が
２
０
１
４
年
９
月
７
日
に

亡
く
な
っ
た
。
彼
女
は
激
動
の

昭
和
史
を
代
表
す
る
人
物
で
波

瀾
万
丈
の
人
生
を
送
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
朝
日
新
聞
も
社
会
面
で

彼
女
の
大
き
な
特
集
を
組
ん

だ
。
し
か
し
、
彼
女
が
元
従
軍

慰
安
婦
の
補
償
の
た
め
に
設
立

さ
れ
た
「
女
性
の
た
め
の
ア
ジ

ア
平
和
国
民
基
金
」
の
呼
び
か

け
人
と
な
り
、
同
基
金
の
副
理

事
長
を
務
め
て
い
た
こ
と
を
全

部
削
除
し
て
掲
載
し
た
の
だ
。

　

自
分
た
ち
の
間
違
い
で
バ
ッ

シ
ン
グ
を
受
け
て
、「
カ
ッ
ト

し
ち
ゃ
え
」
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
ひ
ど
い
と
思

う
。

政
権
と
メ
デ
ィ
ア
の
あ
る
べ
き
関
係

昔
か
ら
続
く
政
権
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
介
入

　

最
後
に
も
う
一
つ
。
政
権
の

メ
デ
ィ
ア
へ
の
介
入
に
つ
い
て

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
話
し
し
た

い
。

　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
昔
、
夕
方
６
時
30

分
か
ら
「
ニ
ュ
ー
ス
コ
ー
プ
」

　

１
９
７
２
年
６
月
17
日
、
安

倍
総
理
の
大
叔
父
の
佐
藤
栄
作

元
首
相
の
退
陣
記
者
会
見
で
メ

デ
ィ
ア
史
に
残
る
大
事
件
が
起

こ
っ
た
。

　

記
者
会
見
の
冒
頭
、
佐
藤
元

首
相
は
「
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
は
ど

こ
か
ね
？
…
新
聞
記
者
の
諸
君

と
は
話
さ
な
い
こ
と
に
し
て
る

ん
だ
。
…
さ
っ
き
も
い
っ
た
よ

う
に
偏
向
的
な
新
聞
は
嫌
い
な

ん
だ
…
」
と
発
言
し
て
引
き
上

げ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
会
見
場
に
戻
っ
た

元
首
相
に
対
し
、
新
聞
記
者
が

「
内
閣
記
者
会
と
し
て
は
さ
っ

き
の
発
言
、
テ
レ
ビ
と
新
聞
を

分
け
る
考
え
は
絶
対
許
せ
な

い
」
と
抗
議
し
た
が
、
元
首
相

は
「
そ
れ
な
ら
ば
出
て
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
答
え
、
新
聞
記
者

も
テ
レ
ビ
局
の
記
者
も
出
て
い

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
、
佐

藤
元
首
相
は
記
者
の
い
な
い
記

者
会
見
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

こ
れ
は
当
時
の
政
権
と
メ
デ

ィ
ア
の
関
係
が
健
全
だ
っ
た
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

　

今
の
政
権
と
メ
デ
ィ
ア
に
そ

う
い
う
こ
と
は
な
い
。

と
い
う
番
組
を
や
っ
て
い
た
。

メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
は
田
英
夫

氏
と
戸
川
猪
佐
武
氏
で
、
あ
の

頃
、
一
番
信
頼
感
の
あ
る
ニ
ュ

ー
ス
番
組
だ
っ
た
。

　

私
が
入
社
す
る
前
だ
が
、
こ

の
番
組
を
巡
っ
て
大
事
件
が
あ

っ
た
。
当
時
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
最
中
だ
っ
た
。
日
本
で
は
沖

縄
か
ら
連
日
、
ア
メ
リ
カ
軍
が

北
爆
に
出
て
い
っ
て
お
り
、
そ

の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
さ
れ
て
い

た
。

　

田
英
夫
氏
は
ア
メ
リ
カ
の
敵

国
で
あ
る
北
ベ
ト
ナ
ム
に
行
っ

て
、
爆
撃
さ
れ
る
側
か
ら
の
レ

ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。
西
側
諸
国

の
な
か
で
初
め
て
現
地
に
入
っ

た
番
組
だ
。
こ
れ
を
見
た
自
民

党
の
幹
部
が
激
怒
し
た
。
そ
し

て
、
最
終
的
に
田
英
夫
氏
は
キ

ャ
ス
タ
ー
を
解
任
さ
れ
た
。

　

こ
の
話
は
、
そ
の
後
も
語
り

継
が
れ
て
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
報
道
局

員
は
、
田
氏
が
解
任
さ
れ
て
か

ら
、
ず
っ
と
黒
い
喪
章
を
付
け

て
い
た
。
私
は
田
氏
に
直
接
、

な
ぜ
解
任
さ
れ
た
の
か
を
聞
き

番
組
を
作
り
、「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

23
」
で
流
し
た
。

　

こ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
の
は

１
９
６
８
年
の
話
だ
。
こ
う
し

た
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

と
思
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は

起
き
て
し
ま
っ
て
い
る
。
で

は
、
私
た
ち
は
ど
う
た
だ
し
て

い
け
ば
良
い
の
か
。

こ
れ
か
ら
ど
う
す
べ
き
か

　

報
道
と
か
テ
レ
ビ
な
ど
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
社
会
運

動
で
も
、
職
場
で
も
家
庭
で

も
、
教
育
現
場
で
も
、
共
通
し

て
い
る
こ
と
は
、
も
の
が
言
い

出
し
に
く
い
管
理
、
監
視
状
況

に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

本
日
の
講
演
会
だ
っ
て
、
本

当
は
来
た
い
け
れ
ど
、
来
ら
れ

な
い
と
い
う
人
が
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
こ
う
し
た
講
演
会
で

講
師
を
務
め
る
と
、
参
加
し
て

い
る
の
は
、
私
と
同
世
代
の
人

が
中
心
で
、
若
い
人
は
あ
ま
り

い
な
い
。
な
ぜ
な
の
か
。

　

若
い
人
は
恐
が
っ
て
い
る
。

就
職
活
動
に
悪
影
響
が
出
る
の

で
は
な
い
か
と
か
、
そ
も
そ
も

デ
モ
は
悪
い
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。
私
た
ち
の
世
代
か
ら
見

れ
ば
デ
モ
な
ど
あ
た
り
ま
え

だ
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
デ
モ
の
中

心
は
高
校
生
だ
。
し
か
し
、
日

本
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。
一
つ
は
無
謬
主
義
と
い
う

病
理
を
克
服
す
る
こ
と
だ
。
人

も
、
組
織
も
、
国
も
、
必
ず
間

違
い
を
お
か
す
。
原
発
事
故
も

「
絶
対
安
全
」「
世
界
で
一
番

安
全
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
こ
と
あ
る
わ
け

な
い
。
事
実
、
事
故
は
起
き
て

し
ま
っ
た
。

　

安
倍
首
相
は
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
を
行
っ

た
日
の
記
者
会
見
で
「
ア
メ
リ

カ
の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
…
そ
の
よ
う
な

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
え
ま
せ

ん
」
と
言
っ
た
。
こ
ん
な
こ
と

が
よ
く
言
え
る
と
思
う
。「
絶

対
」
な
ど
と
い
う
こ
と
は
絶
対

に
な
い
。
や
は
り
、
人
も
、
企

業
や
政
党
、
宗
教
団
体
な
ど
組

織
も
、
国
も
間
違
え
る
こ
と
が

あ
る
。
自
分
た
ち
だ
け
が
正
し

い
と
い
う
無
謬
主
義
は
危
険

だ
。

　

ま
た
、
日
本
人
全
体
が
、
違

う
業
種
や
、
違
う
国
、
地
域
、

文
化
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

全
く
異
な
る
人
た
ち
と
交
流
す

る
こ
と
が
苦
手
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　

今
は
、
同
じ
よ
う
な
年
齢
で

同
じ
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い

る
人
だ
け
で
交
流
し
て
い
る
。

昔
は
仕
事
が
終
わ
っ
て
飲
み
に

行
く
と
き
は
、
老
若
男
女
み
ん

な
で
わ
い
わ
い
や
っ
て
い
た
。

今
は
、
メ
ー
ル
で
同
じ
よ
う
な

人
た
ち
だ
け
で
飲
み
に
行
っ
て

し
ま
う
。
そ
れ
で
は
つ
ま
ら
な

い
。
先
ほ
ど
記
者
が
内
向
き
に

な
っ
て
い
る
と
言
っ
た
が
、
そ

れ
は
記
者
だ
け
で
な
く
、
日
本

人
全
体
に
言
え
る
こ
と
で
は
な

い
か
。
こ
こ
を
変
え
な
い
と
い

け
な
い
。

　

横
と
つ
な
が
る
こ
と
も
大
切

だ
。
今
、
横
に
座
っ
て
い
る
人

と
す
ぐ
に
つ
な
が
れ
る
だ
ろ
う

か
。
家
に
帰
っ
て
配
偶
者
と
、

職
場
で
隣
の
同
僚
に
、
本
日
私

が
話
し
た
よ
う
な
め
ん
ど
く
さ

い
話
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
な

か
な
か
で
き
な
い
。
し
か
し
、

非
常
に
大
切
な
こ
と
だ
。
横
の

人
と
つ
な
が
ら
な
い
と
、
同
じ

よ
う
な
人
が
集
ま
っ
て
「
が
ん

ば
る
ぞ
」
と
言
っ
て
も
な
か
な

か
力
に
な
ら
な
い
。

　

ユ
ー
モ
ア
や
笑
い
と
い
う
の

も
大
切
だ
。
テ
レ
ビ
で
も
余
裕

と
か
笑
い
と
か
そ
う
い
う
も
の

が
な
い
と
い
け
な
い
。
つ
ら
い

こ
と
が
あ
っ
た
時
、
少
し
で
も

勇
気
や
余
裕
を
与
え
て
く
れ
る

こ
と
が
な
い
と
が
ん
ば
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　

カ
ッ
コ
よ
さ
と
か
、
お
洒
落

と
い
う
の
も
大
切
だ
。
こ
れ
は

労
働
組
合
の
人
た
ち
に
特
に
言

い
た
い
の
だ
が
、
今
ま
で
の
ス

タ
イ
ル
は
か
っ
こ
悪
い
。
最

近
、
面
白
い
な
と
思
う
の
は
、

脱
原
発
の
運
動
を
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
、
鳴
り
も
の
を
使
っ

て
い
る
人
た
ち
が
い
る
。
あ
れ

は
、
い
い
。
楽
し
く
な
け
れ
ば

若
い
人
は
つ
い
て
こ
な
い
。

「
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
」
な
ん

て
若
い
人
は
ひ
い
て
し
ま
う
。

　

最
後
は
、
こ
う
し
て
話
を
聞

い
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
、
学

ぶ
こ
と
や
知
る
こ
と
の
価
値
を

大
切
に
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ

は
、
国
籍
も
年
齢
も
関
係
な

い
。
学
ん
で
何
か
を
始
め
た

り
、
交
流
し
た
り
、
意
思
表
示

し
た
り
し
て
い
こ
う
。

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

会員・市民ら184人が聞き入った（５月17日、県農業会館）

景品付クイズチラシ

「日本の医療費は　　

　高いの？安いの？」

グ
ッ
ズ
ご
注
文　

　
　

く
だ
さ
い
! !

　中医協の調査専門組織委員などを
務められた池上先生に、今次診療報
酬改定の方向性をお聞きします。

国の医療政策と医療機関の対策

お申し込み・お問い合わせは、　　
　　　　　☎078－393－1807まで

政策研究会

―診療報酬改定の全体の方向性、
及び地域医療構想を踏まえて―

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

　　　　　　　　　日　時　11月15日（日）16時～
　　　　　　　　　講　師　日本金融財政研究所　所長　菊池　英博氏

兵庫県保険医協会第88回評議員会　特別講演

―安倍政権の経済政策をどうみるか―
新自由主義の自滅

日　時　11月７日（土）17時～
会　場　協会会議室
講　師　慶應義塾大学名誉教授
　　　　池上直己先生 【きくち　ひでひろ】1936年生まれ。東京大学卒業、旧東京銀行（三菱東京UFJ銀行）入行。

国際投融資の企画と推進、銀行経営に従事。ミラノ支店長、豪州東京銀行頭取などを歴任。文京
学院大学教授を経て現在、日本金融財政研究所所長

　安倍政権は「骨太の方針2015」で来年度から３年間で社会保障費を1.5兆円も
抑制するとしています。一方、今国会では、混合診療の全面解禁に道を開く「患
者申出療養」制度や、医師でなくとも理事長となることができる「地域医療連携
推進法人」の導入が決まりました。これは、社会保障を切り捨て、小さな政府を
つくり、民間企業の市場を広げる典型的な「新自由主義」です。アメリカや韓国
の経済政策の失敗を分析しながら、新自由主義の問題点を専門家である菊池英博
先生に伺います。ぜひ、ご参加ください。
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支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

日　時　11月12日（木）18時～
会　場　尼崎市・池田病院
テーマ　爪白癬症（仮）
講　師　 皮膚科美川医院
　　　　増田理恵先生

■尼崎支部■医療と福祉を考える会
日　時　11月７日（土）14時30分～
会　場　姫路じばさんびる401会議室
テーマ　成年後見制度速習セミナー
講　師　 ひがしむき行政書士事務所
　　　　代表　行政書士　東向　勲氏

■姫路・西播支部■研究会

姫路・西播支部　第30回総会・記念講演姫路・西播支部　第30回総会・記念講演
　

姫
路
・
西
播
支
部
は
９
月
26

日
に
第
30
回
支
部
総
会
を
姫
路

じ
ば
さ
ん
び
る
で
開
催
。
２
０

１
４
年
度
の
活
動
ま
と
め
と
２

０
１
５
年
度
の
活
動
方
針
を
採

択
し
た
。
記
念
企
画
で
は
映
画

「
フ
ー
ド
・
イ
ン
ク
」
の
上
映

と
、
兵
庫
県
農
民
運
動
連
合
会

事
務
局
長
の
田
中
眞
一
郎
氏
に

よ
る
ミ
ニ
講
演
を
行
い
、
会
員

・
市
民
ら
63
人
が
参
加
し
た
。

　

「
フ
ー
ド
・
イ
ン
ク
」
は
、

従
来
の
半
分
の
期
間
で
２
倍
の

大
き
さ
に
成
長
す
る
鶏
や
、
本

来
食
べ
る
は
ず
の
な
い
安
い
遺

伝
子
組
み
換
え
コ
ー
ン
を
飼
料

に
育
て
ら
れ
る
牛
な
ど
、「
工

業
化
」
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
農

業
や
関
連
企
業
、
人
々
の
食
生

活
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
日

々
の
食
卓
に
並
ぶ
食
べ
も
の
が

ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
、
何

を
選
ぶ
べ
き
な
の
か
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い

る
。

　

田
中
氏
は
、
野
菜
よ
り
も
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
の
方
が
安
い
ア
メ

リ
カ
の
食
生
活
を
紹
介
し
た
。

お
金
が
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で

も
安
全
な
食
べ
も
の
を
買
え
る

が
、
経
済
的
に

豊
か
な
人
ば
か

り
で
は
な
い
こ

と
を
指
摘
し
、

安
定
し
た
雇
用

と
安
心
安
全
な

食
べ
も
の
を
選

べ
る
か
ど
う
か

は
密
接
に
関
係

し
て
い
る
と
し

た
。

　

ま
た
、
民
間

医
療
保
険
に
入

っ
て
い
て
も
盲

腸
の
手
術
で
１

０
０
万
円
以
上

の
自
己
負
担
と

な
る
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
型
の
医

療
制
度
の
問
題
点
を
紹
介
し
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
が
日
本
の
医

療
シ
ス
テ
ム
や
食
生
活
に
大
き

く
影
響
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
反
対
の
声
を
上
げ
る
べ
き

と
訴
え
た
。

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
９
月
27

日
に
医
院
経
営
研
究
会
を
姫
路

市
内
で
開
催
し
、
医
師
・
歯
科

医
師
ら
25
人
が
参
加
し
た
。

「
良
い
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
す
る

面
接
〜
経
営
を
支
え
る
仲
間
と

し
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
社
会
保

険
労
務
士
・
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
嶺
山
洋
子
氏
が
講
師
を
務

め
た
。
佐
々
木
一
先
生
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
一
日
、

医
院
経
営
研
究
会
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
の

嶺
山
洋
子
先
生
は
、
自
ら
も
社

会
保
険
労
務
士
と
し
て
オ
フ
ィ

ス
を
経
営
さ
れ
て
お
り
、
事
業

主
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
を
採
用
さ

れ
た
時
の
ご
自
身
の
経
験
も
お

話
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
な
が

ら
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

つ
つ
、
良
い
ス
タ
ッ
フ
を
得
る

た
め
に
私
た
ち
が
日
頃
か
ら
心

が
け
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
ポ

イ
ン
ト
を
、
私
た
ち
に
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
募
集
の
際
に
は
労

働
条
件
を
明
示
す
る
こ
と
、
給

与
・
賞
与
・
退
職
金
を
明
記
す

る
こ
と
が
人
材
獲
得
の
た
め
に

大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、

広
告
業
者
任
せ
で
は
な
く
、
自

分
で
職
業
安
定
所
の
窓
口
に
相

談
に
行
き
、
自
分
た
ち
の
事
業

所
を
職
業
安
定
所
の
人
に
も
よ

く
理
解
し
て
も
ら
い
、
人
材
獲

得
の
た
め
に
事
業
主
が
努
力
し

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
、
良
い
人
材
の
紹
介
に

つ
な
が
る
と
い
う
お
話
も
う
か

が
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
面
接
に
際
し
て
は
、

ピ
テ
ン
シ
ー
」
と
い
う
「
自
分

の
能
力
を
行
動
に
う
つ
せ
る

力
」
を
面
接
時
に
把
握
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

行
動
力
に
優
れ
、
積
極
性
や

向
上
心
を
持
ち
、
活
気
に
満
ち

た
明
る
い
笑
顔
の
ス
タ
ッ
フ
を

見
い
だ
す
た
め
に
、
面
接
時
に

私
た
ち
が
確
認
し
て
お
き
た
い

ポ
イ
ン
ト
や
、
具
体
的
な
面
接

方
法
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

 

【
加
古
川
市　

佐
々
木　

一
】

職
務
経
歴
書
を
必

ず
提
出
し
て
も
ら

い
、
こ
ち
ら
か
ら

は
求
職
者
に
な
る

べ
く
多
く
の
こ
と

を
具
体
的
に
語
っ

て
も
ら
う
よ
う
な

「
開
か
れ
た
質

問
」
を
す
る
方
法

が
良
い
と
い
う
こ

と
、
ま
た
「
コ
ン

　

私
に
と
っ
て
初
体
験
、
台
詞

の
な
い
映
画
〝
此
の
岸
の
こ

と
〞
は
、
上
映
時
間
30
分
と
い

う
短
い
時
間
の
中
に
、
老
々
介

護
の
現
実
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ

て
い
た
。

　

台
詞
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
、

む
し
ろ
そ
れ
が
効
果
的
に
、
そ

の
声
を
観
る
人
に
聴
か
せ
て
い

る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
悲
し
み

・
怒
り
・
諦
め
・
不
安
そ
し
て

無
力
感
な
ど
、
切
実
な
思
い
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

買
い
物
を
す
る
、
料
理
を
す

る
、
食
べ
る
、
そ
し
て
用
を
足

す
。
身
の
回
り
を
整
え
る
、
服

を
着
る
、
横
に
な
る
、
起
き
上

が
る
、
歩
く
、
話
す
…
当
た
り

前
の
こ
と
の
よ
う
に
し
て
い
る

日
々
の
営
み
が
で
き
な
く
な
る

〝
か
も
し
れ
な
い
〞
の
だ
。

　

見
た
く
な
い
か
ら
見
な
い
よ

う
に
し
て
き
た
。
気
が
滅
入
り

そ
う
だ
か
ら
、
考
え
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
〝
い

つ
ま
で
も
逃
げ
て
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
よ
〞
と
し
っ
か
り
襟
首
を

つ
か
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
次
の
上
映
が

〝
燦
燦
〞
で
、
本
当
に
良
か
っ

た
。

　

襟
首
を
が
っ
ち
り
つ
か
ま
れ

て
、
一
体
ど
こ
へ
連
れ
て
い
か

れ
る
の
か
と
思
い
き
や
、
仲
間

が
た
く
さ
ん
い
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
老
い
て
い

く
の
は
、
何
も
私
だ
け

が
た
ど
る
運
命
で
は
な

い
。
万
人
に
平
等
だ
。

　

結
婚
相
談
所
へ
一
歩

足
を
踏
み
入
れ
た
、
鶴

本
た
ゑ
さ
ん
に
拍
手
を

送
ろ
う
。

　

そ
の
一
歩
を
踏
み
出

す
勇
気
の
先
に
、〝
救

い
〞
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

い
や
、
き
っ
と
あ
る

の
だ
！

　

さ
あ
、
そ
れ
で
は
私
は
こ
れ

か
ら
何
を
し
よ
う
。
今
日
何
を

し
よ
う
。

　

今
、
何
を
し
て
お
こ
う
か
。

【
明
石
市
・
樫
林
歯
科

 

受
付
事
務　

濵
田
き
よ
み
】

　

江
守
先
生
に
は
、
と
て
も
良

い
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

普
段
、
何
気
な
く
「
地
球
温

暖
化
」
と
耳
に
は
す
る
の
で
す

が
、
こ
の
講
演
で
初
め
て
そ
の

意
味
を
理
解
し
ま
し
た
。

　

江
守
先
生
は
、
地
球
温
暖
化

に
つ
い
て
、
何
が
ど
れ
く
ら
い

分
か
っ
て
い
る
か
を
評
価
す
る

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
の
第
５
次

報
告
書
を
執
筆
さ
れ
た
方
で

す
。

　

20
世
紀
半
ば
以
降
の
世
界
平

均
気
温
上
昇
の
半
分
以
上
は
、

人
が
要
因
に
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
極
め
て
高
い
こ
と
、
こ
の

ま
ま
何
も
対
策
を
と
ら
な
け
れ

ば
、
１
０
０
年
後
に
は
世
界
中

の
気
温
上
昇
と
海
面
上
昇
が
続

き
、
生
態
系
や
異
常
気
象
を
起

こ
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
示
し
て
、

分
か
り
や
す
く
お
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
も
、

一
人
ひ
と
り
の
質

問
に
対
し
て
も
聞

き
取
り
や
す
く
答

え
て
く
だ
さ
り
、

す
ご
い
方
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た

め
、
環
境
対
策
を

と
り
、
努
力
を
し
て
い
く
必
要

性
が
あ
り
ま
す
。
若
い
世
代
に

も
、
ぜ
ひ
聞
い
て
Ｃ
Ｏ
２
削
減

の
取
り
組
み
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
自
治
体
の
中
で

も
、
聞
い
て
取
り
組
み
を
進
め

て
ほ
し
い
と
感
じ
る
、
大
事
な

お
話
で
し
た
。
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
宝
塚
市
・
良
元
診
療
所　

看 

護
師　

橋
口
克
代
・
玉
城
郁
】

　

明
石
支
部
は
９
月
26
日
、
ア
ス
ピ
ア
明
石
で
第
32
回
支
部
総

会
を
開
催
し
、
２
０
１
４
年
度
の
活
動
ま
と
め
と
15
年
度
方
針

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
役
員
改
選
を
行
い
谷
順
支
部
幹
事
を

新
た
に
協
会
評
議
員
に
選
出
し
た
。
記
念
企
画
で
は
、
映
画

「
此
の
岸
の
こ
と
」「
燦
燦
（
さ
ん
さ
ん
）」
の
上
映
会
を
行

い
、
医
師
・
歯
科
医
師
や
市
民
ら
90
人
が
参
加
し
た
。「
此
の

岸
の
こ
と
」
は
、「
老
々
介
護
」
を
軸
に
老
夫
婦
の
姿
を
描
い

た
短
編
無
声
映
画
。「
燦
燦
」
は
、
喜
寿
を
迎
え
た
主
人
公
が

婚
活
に
励
み
、
自
ら
の
老
い
や
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
。
参

加
し
た
樫
林
歯
科
ス
タ
ッ
フ
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

北
阪
神
支
部
は
10
月
４
日
、
第
30
回
支
部
総
会
を
開
催
し
、

２
０
１
４
年
度
会
務
報
告
と
２
０
１
５
年
度
活
動
方
針
を
確
認

し
、
新
年
度
支
部
役
員
・
評
議
員
を
選
出
し
た
。
記
念
講
演
で

は
、
国
立
環
境
研
究
所
地
球
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
気
候
変
動
リ

ス
ク
評
価
研
究
室
長
の
江
守
正
多
氏
が
「
地
球
温
暖
化
と
異
常

気
象
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
、
市
民
ら
58

人
が
参
加
し
た
。
参
加
し
た
良
元
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

毎日の食べものが
どこから来るか考える

映画「フード・インク」を上映し、
農業団体の田中氏（左）が解説

姫
路
・
西
播
支
部　

医
院
経
営
研
究
会

姫
路
・
西
播
支
部　

医
院
経
営
研
究
会

感 想 文

「
開
か
れ
た
質
問
」で

見
い
だ
す
優
れ
た
ス
タ
ッ
フ

明
石
支
部　

第

明
石
支
部　

第
3232
回
総
会
・
記
念
企
画

回
総
会
・
記
念
企
画

感 想 文

老
々
介
護
の
現
実

ひ
し
ひ
し
感
じ
る

北
阪
神
支
部　

第

北
阪
神
支
部　

第
3030
回
総
会
・
記
念
講
演

回
総
会
・
記
念
講
演

感 想 文

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
大
切

スタッフ採用の面接のポイ
ントを嶺山社労士が語った

「老い」をテーマとした２本の映画を上映

国立環境研究所の江守正多
氏が温暖化リスクを解説　

日　時　11月14日（土）
　　　　15時30分～17時30分
会　場　小野市・コミセンおの201
講　師　 中央区・ろっこう医療生協

東雲診療所　小西達也先生
参加費　 テキスト代3000円（テキス

ト不要の場合無料）

■北播支部■医科向け在宅医療点数研究会
日　時　11月29日（日）
集　合　７時50分　明石駅
行　程　 京都・東山「東福寺」、ホテル

グランヴィア京都でランチバイ
キング、「おたべ」工場見学と
手作り体験、「伏見稲荷大社」

参加費　大人8500円、小学生4500円

■明石支部■日帰りバスツアー

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで
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今
年
の
正
月
に
娘
か
ら
１
冊

の
文
庫
本
が
手
渡
さ
れ
た
。
秋

月
達
郎
著
の
「
海
の
翼
」
だ
っ

た
。

　

１
９
８
５
年
、
イ
ラ
ン
・
イ

ラ
ク
戦
争
が
勃
発
し
、
イ
ラ
ン

の
テ
ヘ
ラ
ン
の
町
は
爆
撃
を
く

ら
い
恐
慌
状
態
。
外
国
人
は
緊

急
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
は
自

国
民
を
救
出
す
べ
く
航
空
機
を

用
意
す
る
も
、
日
本
は
、
自
衛

隊
機
は
お
ろ
か
民
間
機
も
飛
ん

で
こ
な
い
非
常
事
態
。
そ
の
時

イ
ラ
ン
に
い
た
日
本
人
２
１
５

人
は
パ
ニ
ッ
ク
に
。

　

そ
こ
で
日
本
人
を
救
っ
て
く

れ
た
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現
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師
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存
者
を
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に
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て
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食
事

も
村
人
総
出
で
後
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に
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け
て
の
親
善
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を
終

え
、
い
よ
い
よ
帰
国
の
途
に
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く
た
め
横
浜
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を
出
た
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ン
帝
国
の
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艦
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ル
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ゥ
ー
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号
が
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１
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年
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16

日
に
和
歌
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、
串
本
沖
に
さ
し

か
か
っ
た
時
、
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風
と
ま
と
も

に
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つ
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っ
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ま
っ
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こ
と
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っ
た
。

　

岩
礁
に
激
突
し
、
こ
っ
ぱ
み

じ
ん
に
く
だ
け
た
。
乗
組
員
は

125年前に思いをはせながら、　 　
ドルマバフチェ宮殿入口で記念撮影

日　時　11月14日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室

講　師　東京ベイ・浦安市川医療センター外科　窪田　忠夫先生

第512回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

　腹痛のなかには、初診では軽症と思っていたのが実は想像もしていな

かった疾患で、結果的に診断が遅れて手術になるというケースを時折経

験します。うまい訳語が見つからないのですが、いわゆる「Hospital 

delay」というものです。

　かつて、急性腹症の教科書には「診断のついていない腹痛に対して痛

み止めを使うことなかれ」 と記載されていました。 それがHospital 

delayを防ぐと信じられていたのですが、現在ではそれは杞憂であり、

痛み止めはむしろ積極的に使用した方がよいことが分かっています。で

は、現代における腹痛診療の禁忌とはなんでしょうか。実際にHospital 

delayであったケースをもとに、どのようなプラクティスをすればより

トラブルを防ぐことができるかを検討してみたいと思います。

 【窪田　記】

腹痛の初期診断における禁忌とは

員員

稿稿

会

投

魅惑のトルコ旅行記㊤

－100年以上前の日本と
 トルコを結ぶ悲劇と友情
三田市・歯科　　福田　俊明

Ｑ１　「脈波図、心機図、ポリグラフ検
査」とはどのような時に算定するのか。
Ａ１　脈波図は「心及び肝拍動図、動脈
波、静脈波、容積脈波、指尖脈波、心尖
（窩）拍動図」のうち２項目以上を行い、
脈波図の描写を行った場合に算定します。
心機図は各脈波図と心電図、心音図等の二
つ以上を同時に記録し、循環機能の解析を
行う検査です。
Ｑ２　脈波図、心機図、ポリグラフ検査の
「３又は４検査」（130点）を算定したとこ
ろ、査定された。取り扱いが変更になった

のか。
Ａ２　2010年４月の診療報酬改定より、点
数の区分が「誘導数」から「検査数」に変
更されています。そのため、例えば四肢に
電極を装着して検査を１回行った場合は、
「４誘導」ですが、算定は「１検査」（60
点）となります。
　また、閉塞性動脈硬化症等に対して現在
通常行われている脈波図、心機図、ポリグ
ラフ検査では「脈波伝達速度を求めている
ため『血管伸展性検査』（100点）での算定
が妥当」として査定が行われています。

医科保険請求
〈脈波図、心機図、ポリグラフ検査〉
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＝Locomotive Syndrome
 ロコモティブ・シンドローム（２）＝
Patient：So, what do I have to do for 
my locomotive syndrome?
患者：では、私のロコモティブ・シンド
ロームに対し、どうしたらいいですか。
Dr.：To improve your decreased muscle 
volume, you wil l have to do some 
exercise.
医師：筋肉の量を改善するためには体を
動かす努力が必要です。
You can use a simple training method 
called ‘loco-training’.①

そのための簡単なトレーニング方法（ロ
コトレ）がありますよ。
Pt.：And what exactly is that?
患者：それって、どんなことでしょう
か。
Dr.：The training is mainly composed 
of two exercises.
医師：主に二つの方法を組み合わせて行
います。
The first exercise is standing on one 
foot with your eyes open.
一つ目は開眼片足立ちです。
You should stand on one foot for one 
minute, without the other foot touching 
the floor.
（反対側の）片足を床につかない程度上
げて、１分間片足立位を保持します。
Repeat this for the other foot, and try 
to do this exercise three times a day.
左右で１セット、１日３回行いましょ
う。
The second exercise is a squat.②

二つ目はスクワットです。
The doctor stands up and starts to 
squat.
医師は立ち上がってスクワットを始め
る。
Dr.：You can stand up from a chair 
with both hands on the table.
医師：両手を机において椅子に座って立

ち上がってもよろしいです。
Pt.：Do you think I could try it now?
患者：やってみても良いですか。
The patient successful ly does 
some squats.
患者さんは上手にスクワットを何回か行
う。
Dr.：That's excellent.
医師：すばらしい。
You should try it slowly, about five or 
six times as a set, and do this three 
times a day.
ゆっくりとしたペースで５～６回繰り返
し、これを１セットとして１日３回行い
ます。
Pt.： I see. Is there anything else I can 
do?
患者：分かりました。その他には何かで
きることはありませんか。
Dr.：Walking, jogging and swimming 
are also good.
医師：ウォーキング、ジョギング、水泳
なども可能です。
Try to enjoy the exercises without 
putting too much stress on your joints 
or back.
関節や背骨にあまり負担とならないよう
な、適度な運動を楽しんでください。
Pt.：Right. Well, I'll start the loco 
training.
患者：分かりました、「ロコトレ」を始
めてみます。
I'm a little less worried that I might 
become bedridden.
これで寝たきりになる心配が少し減りま
した。
Dr.： I hope you are able to do the 
exercises as much as possible.
医師：では、これからもできるだけ運動
するよう心がけてくださいね。
Pt.：Yes, and I hope they work. Thank 
you very much.
患者：はい、効果が出ればいいですね。
先生ありがとうございました。

①loco-training：ロコモの予防、治療の
基本となるトレーニング
②squat：スクワット、しゃがむこと
 【西宮市　坂尾　福光】
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「妻の病－レビー小体型認知症－」上映会＆ミニ講演会

文化部特別企画（地域医療部共催）

ヒューマンドキュメンタリー映画

日　時　11月21日（土）14時～14時30分（講演会）、14時30分～16時（上映会）
会　場　協会５階会議室
ミニ講演会　「レビー小体型認知症の基礎知識」
講　師　西宮市・つちやま内科クリニック院長　土山　雅人先生
参加費　無　料（どなたでもご参加できます）
　誰の上にも起きる可能性のある“認知症”という病。愛する人が認知症になっ
たとき、あるいは自分自身が認知症になったとき、何が大切なのか…。この映画
は、一人ひとりに深い問いを投げかけています。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 吉永まで

日　時　11月21日（土）16時～18時　会　場　協会6階会議室
講　師　三木市・山本医院院長　山本　篤先生　参加費　500円（会員無料）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803まで

内科開業医からみた漢方治療
～冬場に向けてよく使う処方解説～

薬科部漢方研究会

愛する人が認知症になったとき
一体何が大切なのか－



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

（８）第１７９６号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１５年(平成２７年)１０月２５日(毎月３回５・15・25日発行)
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各科に必要な漢方の知識㊦
第２章　各論

加古川市　松田内科・漢方クリニック　　松田　康平先生講演

（前号からのつづき）

①内　科
　水滞と気虚が関与している場合、これ
らを治療することにより症状の改善が期
待できます。（表１・表２）

②精神神経科
（パニック障害、鬱病、神経症、不眠
症）
肝気鬱結　肝気の滞り：抑うつ、緊張、
イライラなどの精神症状

加味逍遥散　山梔子　牡丹皮　白朮　茯
苓　当帰　芍薬　甘草　柴胡　生姜　薄
荷
　目標： 比較的虚弱な人で疲れやすく、

不安、不眠、イライラなどの神
経症状

　適応： 冷え症、虚弱体質、月経不順、
月経困難、更年期障害

抑肝散加陳皮半夏　白朮　茯苓　当帰　
川芎　甘草　柴胡　釣藤鈎
　目標： 比較的虚弱な人が精神過敏で興

奮しやすく、不眠、イライラな
どの症状

　適応： 神経症、不眠症、小児の夜泣
き、心血虚　心血の不足：不安
感、悲哀感、不眠、多夢

帰脾湯　　人参　黄耆　白朮　茯苓　当
帰　大棗　甘草　生姜　木香　棗仁　竜
眼　遠志
　目標： 体力の低下、顔色不良、精神不

安、心悸亢進、健忘、不眠
　適応： 神経性胃炎、不安神経症、不眠

症、抑うつ

甘麦大棗湯　大棗　甘草　小麦
　目標： 体力中等度以下で神経過敏、不

眠、悲観的、あくび
　適応： 小児の夜泣き、神経症、不眠

症、更年期障害

　精神疾患では上記以外に以下の処方も
良く使われます。

半夏厚朴湯　生姜　半夏　茯苓　厚朴　
蘇葉
　目標：気がふさぐ、動悸、不安

桂枝加竜骨牡蛎湯　桂皮　芍薬　生姜　
大棗　甘草　竜骨　牡蛎
　目標： 体質が虚弱な人で、痩せて顔色

が悪く、不安や神経過敏

柴胡加竜骨牡蛎湯　柴胡　黄 　半夏
　桂皮　茯苓　大棗　人参　竜骨　牡蛎
　目標： 比較的体力がある人で、精神不

安、不眠、イライラなどの神経
症状

③耳鼻科
めまい　めまいの原因に水滞と気虚が関
与している場合があります。

表１　水滞に対する方剤　むくみ、めまい、頭痛、下痢などの胃腸症状がある場合

半夏白朮天麻湯　回転性
生姜　半夏　茯苓　白朮　沢瀉　陳皮　
人参　黄耆　麦芽　乾姜　黄柏　天麻

苓桂朮甘湯　　体が揺れる
茯苓　白朮　桂皮　甘草

五苓散　　浮腫を伴う
茯苓　白朮　沢瀉　猪苓　桂皮

補中益気湯　　立ちくらみ
乾姜　陳皮　甘草　白朮　大棗　人参　
黄耆　当帰　柴胡　升麻

④整形外科
腰痛その他の疼痛　疼痛に関しては水滞
の他に冷えや瘀血が関与する場合があり
ます。

防已黄耆湯　　浮腫んで痛む
防已　黄耆　生姜　白朮　大棗　甘草

桂枝加朮附湯　　冷えて痛む
桂枝　芍薬　生姜　大棗　甘草＋白朮　
附子

疎経活血湯　　血流が悪くて痛む
当帰　芍薬　川芎　地黄　桃仁　牡丹皮
蒼術　白朮　茯苓　生姜　陳皮　甘草　
防風　防已　白芷　姜活　威霊仙　竜胆

麻杏薏甘湯　　関節痛、筋肉痛
麻黄　杏仁　薏苡仁　甘草

大防風湯　　冷えのある虚弱者
黄耆　防風　人参　地黄　川芎　姜活　
芍薬　甘草　杜仲　蒼術　牛膝　乾姜等

牛車腎気丸　　陽虚（体力がなく、冷え
ている）
地黄　山茱萸　山薬　茯苓　牡丹皮　沢
瀉　附子　桂皮＋牛膝　車前子

⑤皮膚科
　湿疹、皮膚炎に対しては、解表、補
血、利水、清熱、理血、補気の効能を持
つ処方を組み合わせて使用します。

解表　　皮膚の表面から邪を追い出す
桂枝湯　桂枝　芍薬　生姜　大棗　甘草

補血　　皮膚を栄養する
芎帰膠艾湯　　当帰　芍薬　川芎　地黄
＋甘草　阿膠　艾葉

利水　　水腫を取る
猪苓湯　茯苓　猪苓　沢瀉　滑石　阿膠

清熱　　炎症を抑える
消風散　柴胡清肝湯

理血　　血流を良くする
桂枝茯苓丸加薏苡仁（薏苡仁：利水　健
脾　排膿　清熱）

補気　　免疫を高める
補中益気湯　小建中湯

⑥小児科
夜尿症　　小建中湯（虚証の場合）
柴胡桂枝湯（元気な子の場合）

⑦産婦人科
月経不順、月経前症候群、月経困難症、
子宮筋腫、子宮内膜症
　頻用処方の加味逍遥散、桂枝茯苓丸、
当帰芍薬散、女神散、桃核承気湯、温経
湯以外に以下の処方も使用されます。

芎帰調血飲　血　 当帰　川芎　地黄　牡
丹皮　益母草

　　　　　　水　 茯苓　白朮　大棗　甘
草　陳皮　乾姜

　　　　　　気　香附子　烏薬

当帰湯　血　当帰　芍薬
　　　　気　人参　黄耆　甘草　厚朴
　　　　温　山椒　乾姜　桂皮　半夏

参考文献
『症例から学ぶ和漢診療学』
 寺澤捷年　著　医学書院
『漢方方剤ハンドブック』
 菅沼　栄　著　東洋学術出版社
『漢方のくすりの事典』
 鈴木　洋　著　医歯薬出版
『方剤心得十講』
 焦　樹徳　著　人民衛生出版社
 （おわり）
（５月23日　加古川・高砂支部
 「漢方研究会」より）

表２　気虚に対する方剤　元気がない、気力がない、疲れやすいなどの症状がある場合

解表 化痰 利水 理気 理気 理気 補気 補気 補気 利水

小半夏加茯苓湯
　吐き気

生姜 半夏 茯苓

半夏厚朴湯
　胃腸症状、喉の閉塞感

生姜 半夏 茯苓 厚朴 蘇葉

二陳湯
　胃腸症状、痰が多い

生姜 半夏 茯苓 陳皮 甘草

平胃散
　胃の不快感、膨満感

生姜 厚朴 陳皮 蒼朮 大棗

五苓散
　口渇、浮腫、尿量減少

桂皮 茯苓 蒼朮
沢瀉
猪苓

苓桂朮甘湯
　めまい

桂皮 茯苓 甘草 白朮

苓姜朮甘湯
　下肢の冷え

生姜 茯苓 甘草 白朮

解表 化痰 利水 理気 補気 補気 補気 補気

人参湯
　冷え症、胃腸虚弱

乾姜 甘草 白朮 大棗 人参

四君子湯
　軟便下痢、胃腸虚弱

生姜 茯苓 甘草 白朮 大棗 人参

六君子湯
　軟便下痢、胃腸虚弱、
痰が多い

生姜 半夏 茯苓 陳皮 甘草 白朮 大棗 人参

補中益気湯
　立ちくらみ、 胃腸虚
弱、微熱、内臓下垂

乾姜 陳皮 甘草 白朮 大棗 人参

＋黄耆 当帰 柴胡 升麻


